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●人口 60,262人（先月比 －54） 
●男 29,589人（先月比 －8） ●女 30,673人（先月比 －46） 
●世帯数 19,165戸（先月比 68） 
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市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。　この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。 

市報ウェブサイト版 南魚沼市　市報 検 索 

救急医療当番6�月のカレンダー

6月2日～17日 ●問合せ／医療対策室　�773-6706

ウェブサイト版 南魚沼市　救急医療 検 索 

自然・人・産業の和で築く安心のまち 

市 報 
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2日 
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　9:00～12：00 
13：30～16：00 

18：00～翌朝6：00
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外科 
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外科 

内科 
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外科 

3日 
� 

9日 
 � 

10日 
� 

16日 
 � 

17日 
 � 

◎休日救急診療所の所在地 
市役所本庁舎南分館 
（旧南魚沼市保健センター内） 
�773-6688 
（日曜・祝日のみ） 
◎脳神経外科の休日救急医療 
土曜の12:00～翌朝6:00と 
日曜・祝日の6:00～翌朝6:00は、 
齋藤記念病院　�773-5111で診療しています。 
★市消防本部のテレホンガイド 
　�782-1991で、週の当番を確認できます。 
　（変更する場合があります。 
　確認してからご利用ください。） 
◎医療機関の適切な利用にご協力をお願いします 
通常の外来診療時間は検査技師・薬剤師などのスタッフも揃
っているので、夜間より適切な治療が行えます。できるだけ通
常の診療時間内に受診しましょう。また、「かかりつけ医」を持
ちましょう。かかりつけ医を持つと継続して日常的な医療ア
ドバイスを受けることができます。手術などで総合病院の受
診が必要になっても紹介状によりスムーズに受診できます。 

周辺 
地図 

日にち 

日にち 行事名・時間・会場など 

受付時間 医療機関 電話番号 診療科 4� 市政懇談会 19：30～　上田農村環境改善センター 

市政懇談会 
19：30～　石打農業者トレーニングセンター 7� 

8� 乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」 10：00～11：30　中央公民館 

第8回南魚沼市長杯ジュニアジャンプ大会 
9：30～　五日町シャンツェ 10� 
市政懇談会 
19：30～　栃窪集落センター 13� 
読書のつどい 
14:00～15：30　南魚沼市図書館 16� 

17� 猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート） 13:00～15:00　イオン六日町店 

市政懇談会 
19：30～　清水ふれあいセンター 21� 
第6回 農業委員会総会 
9：00～　大和庁舎 3階 旧議場 

市政懇談会 
19：30～　大巻地域開発センター 

25� 

26� 市政懇談会 19：30～　城内地域開発センター 

市政懇談会 
19：30～　五十沢地域開発センター 28� 

Ca l e n d a r

■ 時　間　9：30～15：30 
「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。 

● 6月21日（木）　10：45～ 
　支援講座「水遊び用具を作ろう」　　保育士 

「親子での遊び」「子育ての
仲間同士の情報交換」「育児
相談」などにご利用ください。 

【問合せ】 子育て支援センター �７７３－６８２２ 

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ） 
　毎週 月・火・木曜日 

● 6月20日（水）　10：45～ 
　支援講座「水遊び用具を作ろう」　　保育士 

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ） 
　毎週 月～土曜日 

● 6月19日（火）　10：45～ 
　支援講座「水遊び用具を作ろう」　　保育士 

※どの会場にも参加できます。※予約は不要です。 
※保険料として1人10円をお願いします。 

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ） 
　毎週 火・水・金曜日 

行�政
困りごと
相談日

6月11日�　13:30～16:00　働く婦人の家〔浦佐〕 
6月27日�　14:00～16:00　本庁舎 
7月　6日�　13:00～16:00　塩沢老人福祉センター 

【問合せ】総務課　防災庶務班 　�773-6660

編
集
後
記
秘書 
広報室 
から 

ほのぼの
広�場

ほのぼの
広�場

　
今
年
も
成
人
式
が
華
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
年
、『
七
五
三
現
象
』
と
言
わ
れ
る
、
若
者

の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
会
場
で
の
挨
拶
や
態
度
は
き
ち
ん

と
し
て
い
て
、
ま
っ
た
く
問
題
の
な
い
状
況

で
し
た
。
も
う
立
派
に
自
立
し
た
大
人
で
あ
り
、

若
い
中
に
も
し
っ
か
り
と
し
た
力
を
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
責
任
あ
る
自
立
し
た

社
会
人
と
し
て
、
よ
り
良
い
社
会
の
創
造
に

貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
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６
月
、
田
植
え
も
終
盤
で
す
。
今
年
は
災
害

も
な
く
、
良
い
米
が
た
く
さ
ん
採
れ
る
、
実

り
の
秋
が
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
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新
成
人
も
稲
も
『
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る

稲
穂
か
な
』
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 祝　成人 
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●浦佐小学校 

ホテルオカベ前 

天王町信号 

北里学院前 
国際大学（正面入口） 

さくら生コン 
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八海大橋 
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越後ワイン 

コース 
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池田記念美術館 
（南側入口） 
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大和橋 

五日町駅 

浦 佐 駅
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291
八色の森公園 

スタート 
ゴール地点 

八色の森公園 
9：45 スタート 

1/8コース 

八色の森公園 
9：30 スタート 

ハーフコース 

3
大和庁舎前 

291

1

2

3

4

5

6

（スタート）　 天王町信号　 ホテルオカベ前　

大和庁舎前 

S 1 2

大和庁舎前　 城巻橋　 9：00～11：003 4

3

城巻橋　 八海橋　 雪国まいたけ付近　

さくら生コン付近 

4 5 6

さくら生コン付近　 国際大学 7 8

7

国際大学　 コース合流地点　 池田記念美術館　

（ゴール） 

8 
 

9 10

区間（1/8コース）　／　 （スタート）　 （ゴール） 

10：00～12：30

9：00～10：30

9：00～10：00

規制時間（予定） 区間（ハーフコース） 

9：30～12：00

10：30～12：30

S G

G

開 始 通行止めの時間はあくまで予定です。状況に応じて変更する場合があります 
最終ランナー通過後、順番に通行止めを解除します 解 除 

規制時間一覧 

　6月10日（日）、南魚沼グルメマラソンを開催します。当日、スタート（ゴール）地点の「八
色の森公園（メイン会場）」とコース上道路は、使用制限と交通規制を行います。現在、
3,800人以上（うち県外からは2,800人以上）の参加者から申し込みをいただきました。
田植えの終わった南魚沼の地をさわやかにランナーが駆け抜けます。当日は、地域を挙げて
おもてなしの心でランナーをお迎えし、訪れた皆さまが「南魚沼」を楽しんでいただけます
よう、ご理解とご協力をお願いします。 
　特に農繁期にもあたりご不便をおかけ致しますが、事故が起きないよう特段のご協力をお
願いします。 

南魚沼グルメマラソン実行委員会　 

【車輌通行止め】のお願い 
南魚沼グルメマラソン交通規制図  6月10日（日） 9：00～12：30

【問合せ】実行委員会（大和観光協会）　 777－3054　 777－3191

第3回 

6/10
開催 

　当日は、参加者3,800人以上と
1,600台以上の車が集中します。コ
ース上、特にスタート（ゴール）付近
は非常に混雑します。付近を通行さ
れる皆さまのご協力をお願いします。 

（ 選手通過中、コースの横断はできません。 　国道17号・291号などへ迂回をお願いします ） 
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6
月
中
旬
に
「
介
護
保
険
料
額
決

定
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す
。

年
間
の
保
険
料
額
や
納
め
方
を
確
認

く
だ
さ
い
。
 

 ■
65
歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保
険

者
）
の
保
険
料
 

　
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
用
や
高
齢
者
人
口
、

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
の
推
計

に
よ
り
算
出
さ
れ
た
「
基
準
額
」
を

も
と
に
決
定
し
ま
す
。
本
年
度
の
南

魚
沼
市
の
保
険
料
の
「
基
準
額
」
は

年
額
6
2
、
3
0
0
円
で
す
。
 

　
保
険
料
の
額
は
、
前
年
の
所
得
に

応
じ
て
9
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。
世

帯
に
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
方
が
い
な
い
場
合
や
所
得
が
低
い

方
に
は
、
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

※
年
度
の
途
中
で
、
65
歳
に
な
ら
れ

た
方
の
介
護
保
険
料
は
、
65
歳
到
達

日
（
誕
生
日
の
前
日
）
の
属
す
る
月

分
か
ら
月
割
り
で
普
通
徴
収
に
な
り

ま
す
。
そ
の
前
月
ま
で
の
分
は
第
2

号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
と
し
て

算
定
し
医
療
保
険（
国
民
健
康
保
険
、

職
場
の
健
康
保
険
等
）
の
料
金
と
合

わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
重

複
し
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
 

 ※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
国
民

健
康
保
険
税
は
、
口
座
振
替
と
年
金

天
引
き
の
選
択
制
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
介
護
保
険
料
は
選
択
制
に

関
す
る
法
律
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
申
し
出
い
た
だ
い
て
も
年
金

天
引
き
か
ら
口
座
振
替
な
ど
に
変
更

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

 ※
年
度
の
途
中
で
前
年
の
所
得
が
修

正
・
更
正
さ
れ
た
と
き
は
、
年
額
保

険
料
が
増
額
・
減
額
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
増
額
の
場
合
、
特
別
徴

収
の
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
増

額
分
を
普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
減
額
の
場
合
、
特
別
徴
収

が
中
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
減
額
決
定

以
降
の
保
険
料
は
全
額
、
普
通
徴
収

に
な
り
ま
す
。
 

 

段　階 

第1段階 
　 

第 2段階 
　 

第 3段階 

第 4段階 
　 

第 5段階 
　 

第 6段階 

第 7段階 
　 

第 8段階 
　 

第 9段階 

保険料率 保険料（年額） 

基準額×0.5 
　 

基準額×0.5 
　 

基準額×0.75 

基準額×0.91 
　 

基準額 
　 

基準額×1.25 

基準額×1.5 
　 

基準額×1.75 
　 

基準額×2.0

31,100円 
　 

31,100円 
　 

46,700円 

56,600円 
　 

62,300円 
　 

77,800円 

93,400円 
　 

109,000円 
　 

124,600円 

対　象 

生活保護受給者や老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税 
の方 

世帯全員が市民税非課税で合計所得金額と課税年金収入額の合計 
が 80万円以下の方 

世帯全員が市民税非課税で第2段階以外の方 

世帯に市民税課税者がいるが、本人は市民税非課税で、合計所得 
金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の方 

世帯に市民税課税者がいるが、本人は市民税非課税で、合計所得 
金額と課税年金収入額の合計が80万円を超える方 

本人が市民税課税者で合計所得金額が190万円未満の方 

本人が市民税課税者で合計所得金額が190万円以上300万円未満 
の方 

本人が市民税課税者で合計所得金額が300万円以上500万円未満 
の方 

本人が市民税課税者で合計所得金額が500万円以上の方 

※4月1日時点の世帯構成状況で算定します。 

納付方法 

普通徴収 
（口座振替か　 
　　　納付書） 

納め方 対　象 

特別徴収 
（年金天引き） 

偶数月に支払われる年金から２か 
月分の保険料が天引きされます。 

●老齢年金、退職年金、遺族年金、または障害年金の 
　受給額が、年額18万円（月額１万５千円）以上の方 

124,600円 第9段階 

109,000円 第8段階 

93,400円 第7段階 

77,800円 第6段階 

62,300円 第5段階 

56,600円 第4段階 

46,700円 第3段階 

31,100円 第2段階 

31,100円 第1段階 

【保険料の納め方】　特別徴収（年金天引き）と普通徴収（口座振替か納付書による納付）の２種類あります 

口座振替や市から送付される納付 
書により、６月から翌年３月まで 
の10期で納めていただきます。 

●老齢年金、退職年金、遺族年金、または障害年金を 
　受給していない方、あるいは受給していても年額18 
　万円（月額１万５千円）未満の方 
●老齢福祉年金のみ受給している方 

特別徴収が開始されるまで６～８ 
か月かかります。それまでの間は 
普通徴収で納めていただきます。 
特別徴収が開始されるときは、事 
前に通知します。 

●年度途中で65歳になられた方 
●他の市町村から転入された方（転入月からの月割計 
　算） 
●年度途中で老齢年金、退職年金、障害年金、遺族年 
　金の受給が始まった方、または支給停止になった方 

【保険料の納期】 
　普通徴収の方は、６月から納付が始まります。納付書が届いたら、忘れずに納めましょう。納期限は 
納期月の末日です。（土日・休日の場合は翌営業日） 

4月 

特別徴収 

普通徴収 

1期 

　 

5月 6月 

2期 

1期 

7月 

 

2期 

8月 

3期 

3期 

9月 

 

4期 

10月 

4期 

5期 

11月 

 

6期 

12月 

5期 

7期 

1月 

 

8期 

2月 

6期 

9期 

3月 

 

10期 

○便利な口座振替 
　普通徴収の方は、便利な口座振替をご利用ください。

市内の金融機関や郵便局（ゆうちょ銀行）で申し込みい

ただけます。通帳、届出印、介護保険被保険者証または

納付書が必要です。振替日は納期月の末日（その日が金

融機関の休業日の場合は翌営業日）です。 

○コンビニエンスストアで納めることができるようになりました 
　今年度から納付書の様式を変更し、市役所または金融機関などの窓口だけでなく、コンビニエンススト

アでもお支払いができるようになりました。コンビニエンスストアでの取り扱い期限が納付書に記載され

ていますので、その期限を過ぎてしまったときは市役所または金融機関などの窓口でお支払いください。 

みんなでささえる 

【問合せ】福祉課 介護保険係 

773－6667
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6
月
中
旬
に
「
介
護
保
険
料
額
決

定
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す
。

年
間
の
保
険
料
額
や
納
め
方
を
確
認

く
だ
さ
い
。
 

 ■
65
歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保
険

者
）
の
保
険
料
 

　
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
用
や
高
齢
者
人
口
、

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
の
推
計

に
よ
り
算
出
さ
れ
た
「
基
準
額
」
を

も
と
に
決
定
し
ま
す
。
本
年
度
の
南

魚
沼
市
の
保
険
料
の
「
基
準
額
」
は

年
額
6
2
、
3
0
0
円
で
す
。
 

　
保
険
料
の
額
は
、
前
年
の
所
得
に

応
じ
て
9
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。
世

帯
に
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
方
が
い
な
い
場
合
や
所
得
が
低
い

方
に
は
、
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

※
年
度
の
途
中
で
、
65
歳
に
な
ら
れ

た
方
の
介
護
保
険
料
は
、
65
歳
到
達

日
（
誕
生
日
の
前
日
）
の
属
す
る
月

分
か
ら
月
割
り
で
普
通
徴
収
に
な
り

ま
す
。
そ
の
前
月
ま
で
の
分
は
第
2

号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
と
し
て

算
定
し
医
療
保
険（
国
民
健
康
保
険
、

職
場
の
健
康
保
険
等
）
の
料
金
と
合

わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
重

複
し
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
 

 ※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
国
民

健
康
保
険
税
は
、
口
座
振
替
と
年
金

天
引
き
の
選
択
制
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
介
護
保
険
料
は
選
択
制
に

関
す
る
法
律
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
申
し
出
い
た
だ
い
て
も
年
金

天
引
き
か
ら
口
座
振
替
な
ど
に
変
更

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

 ※
年
度
の
途
中
で
前
年
の
所
得
が
修

正
・
更
正
さ
れ
た
と
き
は
、
年
額
保

険
料
が
増
額
・
減
額
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
増
額
の
場
合
、
特
別
徴

収
の
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
増

額
分
を
普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
減
額
の
場
合
、
特
別
徴
収

が
中
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
減
額
決
定

以
降
の
保
険
料
は
全
額
、
普
通
徴
収

に
な
り
ま
す
。
 

 

段　階 

第1段階 
　 

第 2段階 
　 

第 3段階 

第 4段階 
　 

第 5段階 
　 

第 6段階 

第 7段階 
　 

第 8段階 
　 

第 9段階 

保険料率 保険料（年額） 

基準額×0.5 
　 

基準額×0.5 
　 

基準額×0.75 

基準額×0.91 
　 

基準額 
　 

基準額×1.25 

基準額×1.5 
　 

基準額×1.75 
　 

基準額×2.0

31,100円 
　 

31,100円 
　 

46,700円 

56,600円 
　 

62,300円 
　 

77,800円 

93,400円 
　 

109,000円 
　 

124,600円 

対　象 

生活保護受給者や老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税 
の方 

世帯全員が市民税非課税で合計所得金額と課税年金収入額の合計 
が 80万円以下の方 

世帯全員が市民税非課税で第2段階以外の方 

世帯に市民税課税者がいるが、本人は市民税非課税で、合計所得 
金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の方 

世帯に市民税課税者がいるが、本人は市民税非課税で、合計所得 
金額と課税年金収入額の合計が80万円を超える方 

本人が市民税課税者で合計所得金額が190万円未満の方 

本人が市民税課税者で合計所得金額が190万円以上300万円未満 
の方 

本人が市民税課税者で合計所得金額が300万円以上500万円未満 
の方 

本人が市民税課税者で合計所得金額が500万円以上の方 

※4月1日時点の世帯構成状況で算定します。 

納付方法 

普通徴収 
（口座振替か　 
　　　納付書） 

納め方 対　象 

特別徴収 
（年金天引き） 

偶数月に支払われる年金から２か 
月分の保険料が天引きされます。 

●老齢年金、退職年金、遺族年金、または障害年金の 
　受給額が、年額18万円（月額１万５千円）以上の方 

124,600円 第9段階 

109,000円 第8段階 

93,400円 第7段階 

77,800円 第6段階 

62,300円 第5段階 

56,600円 第4段階 

46,700円 第3段階 

31,100円 第2段階 

31,100円 第1段階 

【保険料の納め方】　特別徴収（年金天引き）と普通徴収（口座振替か納付書による納付）の２種類あります 

口座振替や市から送付される納付 
書により、６月から翌年３月まで 
の10期で納めていただきます。 

●老齢年金、退職年金、遺族年金、または障害年金を 
　受給していない方、あるいは受給していても年額18 
　万円（月額１万５千円）未満の方 
●老齢福祉年金のみ受給している方 

特別徴収が開始されるまで６～８ 
か月かかります。それまでの間は 
普通徴収で納めていただきます。 
特別徴収が開始されるときは、事 
前に通知します。 

●年度途中で65歳になられた方 
●他の市町村から転入された方（転入月からの月割計 
　算） 
●年度途中で老齢年金、退職年金、障害年金、遺族年 
　金の受給が始まった方、または支給停止になった方 

【保険料の納期】 
　普通徴収の方は、６月から納付が始まります。納付書が届いたら、忘れずに納めましょう。納期限は 
納期月の末日です。（土日・休日の場合は翌営業日） 

4月 

特別徴収 

普通徴収 

1期 

　 

5月 6月 

2期 

1期 

7月 

 

2期 

8月 

3期 

3期 

9月 

 

4期 

10月 

4期 

5期 

11月 

 

6期 

12月 

5期 

7期 

1月 

 

8期 

2月 

6期 

9期 

3月 

 

10期 

○便利な口座振替 
　普通徴収の方は、便利な口座振替をご利用ください。

市内の金融機関や郵便局（ゆうちょ銀行）で申し込みい

ただけます。通帳、届出印、介護保険被保険者証または

納付書が必要です。振替日は納期月の末日（その日が金

融機関の休業日の場合は翌営業日）です。 

○コンビニエンスストアで納めることができるようになりました 
　今年度から納付書の様式を変更し、市役所または金融機関などの窓口だけでなく、コンビニエンススト

アでもお支払いができるようになりました。コンビニエンスストアでの取り扱い期限が納付書に記載され

ていますので、その期限を過ぎてしまったときは市役所または金融機関などの窓口でお支払いください。 

みんなでささえる 

【問合せ】福祉課 介護保険係 

773－6667
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いったん利用した介護サービス費用を全額支払い、後で市に請求して、 
９割分の保険給付の払い戻しを受けることになります。 

いったん 
10割負担 

納め方 決め方 

○40歳から64歳の方（第2号被保険者）の保険料 
　加入されている医療保険（健康保険・共済組合、国民健康保険等）料に、次の介護保険料分を合算し 
て納めていただきます。介護保険料額は加入されている医療保険の算定ルールで決まります。 

（標準報酬月額＋標準賞与額） 
×介護保険料率 

健康保険・共済組合など 
の職場の健康保険の方 

医療保険分と介護保険料を合わせて、健康 
保険として給与から差し引かれます。 
※被扶養者分の介護保険料は、被保険者本 
　人が加入する健康保険料に含まれますの 
　で、別途納める必要はありません。 

所得割〔（前年中所得金額－33万 
円）×税率〕＋均等割〔加入者人数 
×税額〕 

国民健康保険の方 
医療保険分と介護保険料分を合わせて算定 
される国民健康保険税を世帯主が一括して 
納めます。 

○保険給付の制限 
　保険料の滞納があると、滞納している期間によって保険給付に制限を受けることがあります。 

1年以上の滞納 

保険給付の払い戻しが全部または一部差し止められます。住宅改修費や 
福祉用具購入費も差し止められます。引き続き保険料が納められない場 
合には、差し止めた保険給付額から滞納保険料額が差し引かれます。 

支払いの 
一時差止 

1年6か月以上 
の滞納 

滞納している期間によって自己負担の割合が１割から３割に引き上げら 
れます。高額介護サービス費が支給されません。 

自己負担 
１割⇒３割 

2年以上の滞納 

○保険料の減免 
　生活が困難な65歳以上の方（第１号被保険者）に対して、保険料の減免を行っています。 

　次の要件をすべて満たす方は、申請日以降の納期限の保険料が減免されますので、相談ください。 

●減免対象（①～④のすべてに該当する方） 
①介護保険料の所得段階が第１段階から第３段階 

②世帯の年間収入が１人世帯で80万円、一人増え 

　るごとに40万円を加算した額以下 

③市民税が課税されている人に扶養されていない 

④活用できる財産などがなく、世帯の預貯金が350 

　万円以下 

●申請に必要なもの 
①保険料納付書または決定通知書 

②収入の明細がわかるもの（各種年金・手 

　当・保険などの支払通知書、給与支払明 

　細書、確定申告書の控えなど） 

③健康保険証 

④預貯金通帳 

⑤印鑑 

 

　
今
年
は
、
豪
雪
の
影
響
も
あ
っ
て
春
の

訪
れ
が
遅
く
、
例
年
で
は
万
物
躍
動
の
季

節
が
、
5
月
に
ズ
レ
込
ん
だ
様
な
感
じ
が

し
ま
す
。
し
か
し
、
少
々
遅
れ
て
も
春
は

巡
っ
て
き
ま
し
た
。
〝
年
々
歳
々
花
相
似

た
り
、
歳
々
年
々
人
同
じ
か
ら
ず
や
〞
と

の
言
葉
が
妙
に
心
に
響
く
の
は
、
一
人
私

だ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
皆

さ
ま
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？
。（
そ
れ
は

年
齢
の
せ
い
だ
と
言
わ
れ
そ
う
な
気
も
し

ま
す
が
…
…
。
） 

　
さ
て
、
昔
、
何
か
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で

「
狭
い
日
本
、
そ
ん
な
に
急
い
で
ど
こ
へ

行
く
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
し
た
。

地
球
規
模
で
見
れ
ば
確
か
に
そ
の
通
り
で

す
が
、
日
本
と
い
う
国
の
中
で
見
れ
ば
、

我
が
国
土
は
な
ん
て
広
い
ん
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
実
は
、
私
は
、
5
月
8
日
〜
9

日
と
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
簡
易
水

道
協
議
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
出
席
し

て
き
ま
し
た
が
、
5
月
8
日
、
朝
7
時
50

分
に
東
京
駅
始
発
の
〝
の
ぞ
み
13
号
〞（
東

海
道
・
山
陽
新
幹
線
）
で
博
多
ま
で
行
き
、

そ
こ
で
九
州
新
幹
線
〝
さ
く
ら
〞
に
乗
り

換
え
、
熊
本
到
着
と
い
う
行
程
で
し
た
。

熊
本
へ
着
い
た
の
は
午
後
1
時
45
分
で
し

た
の
で
、
都
合
6
時
間
、
湯
沢
駅
か
ら
東

京
駅
ま
で
の
1
時
間
20
分
を
加
え
ま
す
と
、

実
に
7
時
間
半
近
く
を
要
し
た
事
に
な
り

ま
す
。
時
速
2
5
0
㎞
〜
3
0
0
㎞
で
運

行
し
て
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回
る
時
代
で
す
か
ら
、
こ
ん

な
話
は
一
笑
に
附
さ
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福祉課からのお知らせ �773－6667

いったん利用した介護サービス費用を全額支払い、後で市に請求して、 
９割分の保険給付の払い戻しを受けることになります。 

いったん 
10割負担 

納め方 決め方 

○40歳から64歳の方（第2号被保険者）の保険料 
　加入されている医療保険（健康保険・共済組合、国民健康保険等）料に、次の介護保険料分を合算し 
て納めていただきます。介護保険料額は加入されている医療保険の算定ルールで決まります。 

（標準報酬月額＋標準賞与額） 
×介護保険料率 

健康保険・共済組合など 
の職場の健康保険の方 

医療保険分と介護保険料を合わせて、健康 
保険として給与から差し引かれます。 
※被扶養者分の介護保険料は、被保険者本 
　人が加入する健康保険料に含まれますの 
　で、別途納める必要はありません。 

所得割〔（前年中所得金額－33万 
円）×税率〕＋均等割〔加入者人数 
×税額〕 

国民健康保険の方 
医療保険分と介護保険料分を合わせて算定 
される国民健康保険税を世帯主が一括して 
納めます。 

○保険給付の制限 
　保険料の滞納があると、滞納している期間によって保険給付に制限を受けることがあります。 

1年以上の滞納 

保険給付の払い戻しが全部または一部差し止められます。住宅改修費や 
福祉用具購入費も差し止められます。引き続き保険料が納められない場 
合には、差し止めた保険給付額から滞納保険料額が差し引かれます。 

支払いの 
一時差止 

1年6か月以上 
の滞納 

滞納している期間によって自己負担の割合が１割から３割に引き上げら 
れます。高額介護サービス費が支給されません。 

自己負担 
１割⇒３割 

2年以上の滞納 

○保険料の減免 
　生活が困難な65歳以上の方（第１号被保険者）に対して、保険料の減免を行っています。 

　次の要件をすべて満たす方は、申請日以降の納期限の保険料が減免されますので、相談ください。 

●減免対象（①～④のすべてに該当する方） 
①介護保険料の所得段階が第１段階から第３段階 

②世帯の年間収入が１人世帯で80万円、一人増え 

　るごとに40万円を加算した額以下 

③市民税が課税されている人に扶養されていない 

④活用できる財産などがなく、世帯の預貯金が350 

　万円以下 

●申請に必要なもの 
①保険料納付書または決定通知書 

②収入の明細がわかるもの（各種年金・手 

　当・保険などの支払通知書、給与支払明 

　細書、確定申告書の控えなど） 

③健康保険証 

④預貯金通帳 

⑤印鑑 

 

　
今
年
は
、
豪
雪
の
影
響
も
あ
っ
て
春
の

訪
れ
が
遅
く
、
例
年
で
は
万
物
躍
動
の
季

節
が
、
5
月
に
ズ
レ
込
ん
だ
様
な
感
じ
が

し
ま
す
。
し
か
し
、
少
々
遅
れ
て
も
春
は

巡
っ
て
き
ま
し
た
。
〝
年
々
歳
々
花
相
似

た
り
、
歳
々
年
々
人
同
じ
か
ら
ず
や
〞
と

の
言
葉
が
妙
に
心
に
響
く
の
は
、
一
人
私

だ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
皆

さ
ま
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？
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齢
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通
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。
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第１章 計画の基本的事項 

　市では、市民の皆さまにスポーツを通じて生涯生き生きと過ごしていただきたいと考え、
このたび「南魚沼市スポーツ推進計画」を策定しましたので、計画の概要をお知らせします。 

「スポーツ」の範囲 
　この計画において「スポーツ」とは、ウォーキング、ラジオ体操や軽い体操、野外活動（ハイキング、登山、キャ

ンプ、サイクリング、海水浴など）、スポーツとして行われるレクリエーション活動、競技スポーツなど、あらゆる身

体活動を含むものとします。 

■ 計画策定の趣旨 
　スポーツを通じた健康づくりの関心の高まり、長期的な子どもの体力不足、スポーツに対する多様なニー

ズへの的確な対応など、スポーツを取り巻く情勢と本市の特性を考慮した今後のスポーツ推進の基本的方向

を定めるため、策定するものです。 

■ 計画の位置づけ 
　「第１次南魚沼市総合計画」の教育・文化のスポーツ部門の具体的推進を図る計画として位置づけています。 

■ 計画の期間 
　平成２４年度～平成２８年度　５年間 

■ 推進組織 
　計画を推進するにあたり、南魚沼市スポーツ推進審議会が評価・進行管理を行います。 

■ 基本理念 
　「スポーツによる豊かな生活の実現」～ウォーキングからオリンピックまで～ 

　市民のだれもが、いつでも、どこでも、気軽にスポーツを楽しめる環境や次代を担う子どもたちが夢や希

望を抱けるような環境を整え、スポーツを通じ生涯にわたって心身ともに豊かな生活の実現をめざします。 

■ 基本方針 
　基本理念実現のため、次の５つの基本方針に基づいた取組みを実施します。 

　子ども(幼保･小･中)の体力の向上 
　生涯にわたって健康で豊かな生活を送れるよう、子どもの頃からスポーツを通じた体力づくり、運動の習

慣化を図り、未来へ夢や希望を抱ける環境を整えます。 

　生涯スポーツの推進 
　市民のだれもが、いつでも、身近な場所でスポーツを継続して楽しめるような環境を整備します。 

　スポーツ施設の整備・充実・利用 
　誰もが行きたくなる施設を目指し、学校体育施設、既存施設を含めスポーツ施設を整備・充実し利用の促

進を図ります。また、みんなが気持ちよく利用できるよう市民全体でルールを守ります。 

　競技スポーツの推進 
　夢や感動、希望を与える県内、全国、世界で活躍できるトップレベルの競技者の育成・強化を市民による

サポート体制を充実させながら積極的に推進します。 

　スポーツ支援体制の整備 
　スポーツ活動全体を把握し、成果と課題を検証しながら市民のスポーツ活動を支援するための体制を整備

します。 

第2章 計画推進のための具体的事項 

■ 子ども（幼保･小･中)の体力向上 
【主目標】体力テスト数値を 全国平均以上 とし、目標達成後も取り組みを継続する。 
【副目標】体力テスト数値を体力テスト※８項目のうち６項目以上 について県平均以上とする。 
　※握力　上体起こし　長座体前屈　反復横とび　シャトルラン　50m走　立幅とび　ソフトボール投げ 

（中学はハンドボール投げ） 

【目標達成のための取組み】 
機会・場を提供し、より多くの子どもにスポーツを楽しむ機会を与え、運動の習慣化をはかる。 

関係機関が連携し、学校内外の取り組みを充実する。 

指導者を確保・養成するとともに資質向上をはかる。 

■生涯スポーツの推進 
【目　標】成人の週１回以上のスポーツ実施率　50％以上 

【目標達成のための取組み】 
スポーツに親しみやすい環境の整備・充実をはかる。 

地域主体のスポーツ活動を育成・支援する。 

指導者を確保・養成し、ニーズに応じ活用する。 

地域の特性を活かしたスポーツ活動、特に野外活動やスキーなどへの参加促進をはかる。 

啓発活動・情報提供を充実し、スポーツ活動への参加促進をはかる。 

■スポーツ施設の整備･充実･利用 
【目　標】施設利用者数　年間延べ542,000人以上 

【目標達成のための取組み】 
スポーツ施設を整備・充実し、施設の利用促進をはかる。 

トレーニング拠点となるような競技者用施設を整備する。 

■競技スポーツの推進 
【目　標】全国大会等出場者数　年間延べ85人以上 

【目標達成のための取組み】 
競技者の育成・強化・支援を充実する。 

指導者を確保・養成するとともに資質向上をはかる。 

競技力向上のため、トップレベルの大会を誘致・開催可能な体制を整備する。 

■スポーツ支援体制の整備 
【目　標】スポーツ支援体制を整備する 

【目標達成のための取組み】 
専門機関によるスポーツ支援体制を確立し、専門的側面から支援する。 

ボランティアによるスポーツ支援体制を整備し、市民協働型のスポーツ活動を促進する。 

 
【問合せ】　社会教育課　生涯スポーツ係　 773-6630

南魚沼市スポーツ推進計画の概要 
「市民の生涯スポーツプラン」 
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第１章 計画の基本的事項 

　市では、市民の皆さまにスポーツを通じて生涯生き生きと過ごしていただきたいと考え、
このたび「南魚沼市スポーツ推進計画」を策定しましたので、計画の概要をお知らせします。 

「スポーツ」の範囲 
　この計画において「スポーツ」とは、ウォーキング、ラジオ体操や軽い体操、野外活動（ハイキング、登山、キャ

ンプ、サイクリング、海水浴など）、スポーツとして行われるレクリエーション活動、競技スポーツなど、あらゆる身

体活動を含むものとします。 

■ 計画策定の趣旨 
　スポーツを通じた健康づくりの関心の高まり、長期的な子どもの体力不足、スポーツに対する多様なニー

ズへの的確な対応など、スポーツを取り巻く情勢と本市の特性を考慮した今後のスポーツ推進の基本的方向

を定めるため、策定するものです。 

■ 計画の位置づけ 
　「第１次南魚沼市総合計画」の教育・文化のスポーツ部門の具体的推進を図る計画として位置づけています。 

■ 計画の期間 
　平成２４年度～平成２８年度　５年間 

■ 推進組織 
　計画を推進するにあたり、南魚沼市スポーツ推進審議会が評価・進行管理を行います。 

■ 基本理念 
　「スポーツによる豊かな生活の実現」～ウォーキングからオリンピックまで～ 

　市民のだれもが、いつでも、どこでも、気軽にスポーツを楽しめる環境や次代を担う子どもたちが夢や希

望を抱けるような環境を整え、スポーツを通じ生涯にわたって心身ともに豊かな生活の実現をめざします。 

■ 基本方針 
　基本理念実現のため、次の５つの基本方針に基づいた取組みを実施します。 

　子ども(幼保･小･中)の体力の向上 
　生涯にわたって健康で豊かな生活を送れるよう、子どもの頃からスポーツを通じた体力づくり、運動の習

慣化を図り、未来へ夢や希望を抱ける環境を整えます。 

　生涯スポーツの推進 
　市民のだれもが、いつでも、身近な場所でスポーツを継続して楽しめるような環境を整備します。 

　スポーツ施設の整備・充実・利用 
　誰もが行きたくなる施設を目指し、学校体育施設、既存施設を含めスポーツ施設を整備・充実し利用の促

進を図ります。また、みんなが気持ちよく利用できるよう市民全体でルールを守ります。 

　競技スポーツの推進 
　夢や感動、希望を与える県内、全国、世界で活躍できるトップレベルの競技者の育成・強化を市民による

サポート体制を充実させながら積極的に推進します。 

　スポーツ支援体制の整備 
　スポーツ活動全体を把握し、成果と課題を検証しながら市民のスポーツ活動を支援するための体制を整備

します。 

第2章 計画推進のための具体的事項 

■ 子ども（幼保･小･中)の体力向上 
【主目標】体力テスト数値を 全国平均以上 とし、目標達成後も取り組みを継続する。 
【副目標】体力テスト数値を体力テスト※８項目のうち６項目以上 について県平均以上とする。 
　※握力　上体起こし　長座体前屈　反復横とび　シャトルラン　50m走　立幅とび　ソフトボール投げ 

（中学はハンドボール投げ） 

【目標達成のための取組み】 
機会・場を提供し、より多くの子どもにスポーツを楽しむ機会を与え、運動の習慣化をはかる。 

関係機関が連携し、学校内外の取り組みを充実する。 

指導者を確保・養成するとともに資質向上をはかる。 

■生涯スポーツの推進 
【目　標】成人の週１回以上のスポーツ実施率　50％以上 

【目標達成のための取組み】 
スポーツに親しみやすい環境の整備・充実をはかる。 

地域主体のスポーツ活動を育成・支援する。 

指導者を確保・養成し、ニーズに応じ活用する。 

地域の特性を活かしたスポーツ活動、特に野外活動やスキーなどへの参加促進をはかる。 

啓発活動・情報提供を充実し、スポーツ活動への参加促進をはかる。 

■スポーツ施設の整備･充実･利用 
【目　標】施設利用者数　年間延べ542,000人以上 

【目標達成のための取組み】 
スポーツ施設を整備・充実し、施設の利用促進をはかる。 

トレーニング拠点となるような競技者用施設を整備する。 

■競技スポーツの推進 
【目　標】全国大会等出場者数　年間延べ85人以上 

【目標達成のための取組み】 
競技者の育成・強化・支援を充実する。 

指導者を確保・養成するとともに資質向上をはかる。 

競技力向上のため、トップレベルの大会を誘致・開催可能な体制を整備する。 

■スポーツ支援体制の整備 
【目　標】スポーツ支援体制を整備する 

【目標達成のための取組み】 
専門機関によるスポーツ支援体制を確立し、専門的側面から支援する。 

ボランティアによるスポーツ支援体制を整備し、市民協働型のスポーツ活動を促進する。 
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福祉課からのお知らせ 773－6667福祉課からのお知らせ773－6667

● 募集の趣旨
第２期南魚沼市障がい者計画（案）・第３期南魚沼市障がい福祉計画（案）に対する意見募集を
平成24年3月1日（木）から3月15日（木）まで行った結果、2人から14件の意見が提出されました。

お寄せいただいたご意見・情報の集計が終わりましたので公表します。
ただし、個々のご意見・情報に直接回答はしませんので、ご了承ください。

● 提出されたご意見を考慮して（パブリックコメント実施機関として）確定した計画など
第２期南魚沼市障がい者計画（修正版）・第３期南魚沼市障がい福祉計画（修正版）

● パブリックコメント手続結果集計表（意見提出人数）

Fax 1 人

公式ウェブページ 1 人

合 計 2 人

● 市民意見等の概要及び市民意見等に対する市の考え方

意見等概要 件数 市の考え方（対応）

全体的に方向性は出ているものの、どれ
も具体的施策が少なく、漠然とした計画に
なっている。たとえば、○○年ごろまでに
整備するなど、おおよその期限を明示して
あるものが少ないように感じ、計画推進に
不安を感じる。

１

障がい者計画は「障がい者の自立と皆で作る共生社
会」を基本理念とし、その実現を図るために平成29年
度まで向こう6年間の基本的な方向性を示したもので
す。計画期間6年間のうち前期3年間について第3期障
がい福祉計画で具体的な実施計画及び数値目標を掲げ
て計画実施に向けて取り組んでいきます。

個人的には計画の中で、早急に取り組ん
でいただきたいこととして、休日の児童の
日中一時支援サービス整備を挙げます。

また、できることなら特別な支援を必要
とする子供の療育機能を兼ね備えた内容
のサービス整備を希望します。

１

日中一時支援サービスについては、市内では「まき
はたの里」1か所で平日、土曜日、長期休暇日に実施し
ています。平成25年度市立特別支援学校の開設に合
わせて、特別支援学校内で実施するとともに受入体制
の拡大を図る計画ですが、日曜日の受け入れと、サー
ビス提供事業所の拡大については今後の検討課題に
なります。（障がい者計画Ｐ27⑥で追加）

重複障がい児・者の日中の活動の場とし
て、十日町市にある「あんしんケアセンタ
ーハーモニー」のような多機能施設がこの
南魚沼市にもできることを期待します。

１

Ｐ19「第３章 生活支援 自立支援と社会参加の推進」
の施策の方向の⑥で重度重複障がい者の通える日中活
動の場となる施設の整備に努めることとしています。

具体的には、平成24年度に浦佐地区に日中活動の場
として重度の方6人含む定員20人の施設が開設予定で
す。また、ケアホームとして重度の方4人含む定員7人の
施設整備が予定されています。

第２期南魚沼市障がい者計画
第３期南魚沼市障がい福祉計画

パブリックコメント集計結果公表
● 問合せ／福祉課 障がい福祉係　☎773-6667

第２期南魚沼市障がい者計画
第３期南魚沼市障がい福祉計画

パブリックコメント集計結果公表
● 問合せ／福祉課 障がい福祉係　☎773-6667
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意見等概要 件数 市の考え方（対応）

移動に関したタクシー券などの交通費
助成だけでなく、福祉有償運送などの整備
も検討してもらいたい。

１

Ｐ20「第３章　生活支援　自立支援と社会参加の推
進」の施策の方向の⑧で通所交通費助成や福祉タクシ
ー利用券などにより社会参加をすすめるとともに、一
人で移動が困難な人への支援を行うこととしていま
す。ご指摘の移動システム問題に取り組むため平成
24年度から自立支援協議会内に移動専門のワーキン
ググループを立ち上げて検討を進めていきます。（障
がい者計画Ｐ20 �で追加）

南魚沼市はいろいろなサービスを担う
事業所が、そもそも少ないように感じてい
ます。そうであると、どのサービスの整備
も先に進まないことが懸念されます。市
としてサービス提供事業所の支援体制の
強化も計画に挙げて取り組んでもらいた
い。

１
障がい者計画全体の中でサービス提供事業所の支

援や拡充についても掲げて、今後のサービスの拡充に
取り組んでいきます。

南魚沼市は特別な支援を必要とする子
どもの専門の療育機関が遠方であり、子
供・保護者の通院にかかる負担は大きいで
す。

折しも、魚沼基幹病院開設の準備が進ん
でいる中、開設される病院で専門医の診察
や、訓練が受けられるように関係機関と調
整していただきたいです。これにより、地
域で連携して、特別な支援を必要とする幼
児・児童・生徒のとぎれのない支援が確固
たるものになっていくのではないかと考
えます。

１

平成27年6月の魚沼基幹病院（仮称）開院に向けて、魚
沼医療圏の医療体制について協議が進められています。

以前から、障がいをもつお子さんに対する療育支援
の対応が行える体制の整備が必要であるとの認識でい
ましたので、協議の中で魚沼基幹病院の設置者である新
潟県に対して要望を行っていますが、新潟市にある「は
まぐみ」のような取り組みができる人材については著し
く不足しているのが現状であり、開院当初から体制が
整えることは難しい現状であると説明を受けています。

しかし、人材がいないから療育支援は行わないという
ことでは安心して子育てができる環境とはいえません。

魚沼基幹病院には一定数の小児科医が勤務される予
定と聞いていますので、地域の現状を理解いただき療
育支援に対する取り組みに協力をお願いしていかなけ
ればなりませんし、療育支援の体制を地域住民が理解
し、バックアップしていかなければならないと考えて
います。

各種の地域福祉計画は国県の計画策定方
針と計画に沿ってアンケート調査を実施し
て作成するだけでは不十分である。もっと
障がい者や家族からの聞き取り（面接）、ニ
ーズ調査、市民との地域懇談会などをきめ
細かく実施し、具体的な社会調査（ソーシ
ャルリサーチ）を実施し、南魚沼市の具体
的実態、ニーズ、要望をおさえた計画策定
を障がい者、その関係者、市民が討議を各
段階で実施してまとまった時には市民運動
としての実践の意識が高まり、推進実施体
制が出来ていくものでなければならない。

１

アンケート調査の他に、障がい者に関係する自立支
援協議会委員に計画策定委員を依頼してご意見をい
ただきながら策定を進めています。指摘のとおり充
分とは言えない部分もありますが、今後の計画実施の
中で関係機関・団体及び自立支援協議会と連携・調整
を図りながら進めていきます。

「障がい者計画」と「障がい福祉計画」の
関係が一般市民にはわかりにくいタイト
ルと思う。国県の策定指針のこともあろ
うが、具体的実施計画の方は「障がい福祉
実施計画」と改めてはどうか。

１ 障がい者自立支援法に基づいた計画名称となって
いますので理解をお願いします。
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意見等概要 件数 市の考え方（対応）

南魚沼市立特別支援学校の新設が両計
画の中で大きな柱になっているにもかか
わらず、サンティックとその敷地を中心に
なるべく資金をかけない対応で、現在検討
がすすめられている。市の特性、要望、ニ
ーズ、市民の期待をもとにしっかりとした
基礎調査と検討を加え、あるべき姿をおさ
え、そのうち当面どこを計画実施とし、ど
こを今後の計画とするかを財政との関係
もみて確認していくことが望まれる。単
なる現施設と敷地の活用を財政の範囲で
やる形は将来に問題を残してしまう。

１

市立の小中高一体型の特別支援学校として平成25
年４月開校を目指して、南魚沼地域の中心にあること
や、市街地に近いという立地条件を活かすとともに、
ＩＴ機器を活用した授業や職業訓練校と連携して就
労支援に力を入れたり、日中一時支援等の福祉サービ
スを併設するなど、その特殊性を生かした学校づくり
を関係者と協議しながら進めていますので、今後とも
協力をお願いします。

障がい者計画は全体に市としてのニー
ズ把握が不十分で、そのため「施策の方向」
に弱く積極性が足りない。

１

障がい者計画については基本的な方向性を示した
ものであり、具体性に乏しい面がありますが、障がい
福祉計画の中で具体的な数値目標を掲げています。
今後も毎年度、障がい者計画・障がい福祉計画の進捗
状況の点検・評価を行いながら進めていきます。

障がい福祉計画はアンケート結果と第
２期までの現状をもとに書かれていて「現
状にそった数値目標」となっている。

１

第１期では障がい者自立支援法が施行されて最初の
計画で有り、実績等の無い中での目標設定ということ
でしたが、第３期では第２期の実績を踏まえ、ニーズ
を加味してより実効性の高い数値目標を設定しました。
今後実施に向けて、自立支援協議会やサービス事業所
及び関係機関と連携しながら具体的に進めていきます。

字句修正を要すところがあって「修正を
してほしい」

例：児童福祉法上
○誤「保 育 園」➡ ○正「保 育 所」
○誤「慈善事業」➡ ○正「支援事業」

１
児童福祉法上では保育所ですが、当市では名称を保

育園に統一していますので、本計画では「保育園」と
しました。
「慈善事業」は「支援事業」に訂正しました。

訪問サービスの居宅介護のホームヘル
パーはもっと高齢者中心だけでなく「障が
いの研修強化」が求められる。

１ 在宅の障がい者のニーズにあったサービスの提供
が出来るように取り組んでいきます。

これからの発達障がいへの対応がない。
これからの重要課題のひとつである。 １

発達障がいへの対応も重要課題と認識しています。
特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒や、その保護
者及び保育士・教師に具体的な支援を行うために、関
係する機関のスタッフで編成したチームと発達相談
専門スタッフによるＵＤ支援事業の実施を進めると
ともに、早期訓練につなげる療育事業の実施について
検討を進めます。
（障がい者計画Ｐ27⑤で追加）

第２期南魚沼市障がい者計画
第３期南魚沼市障がい福祉計画

パブリックコメント集計結果公表
● 問合せ／福祉課 障がい福祉係　☎773-6667
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施　設 日曜祝日　営業時間 

プール 

トレーニングルーム 

アリーナ 

ランニングトラック 

10：00～18：00 

 

  9：00～18：30 

 

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係 

〒949-6611 南魚沼市坂戸372 
ディスポート南魚沼内 
月曜休館 
025-773-3210　 025-773-6955

■日　時　6月12日（火）　12：00～13：30 
■場　場　ディスポート南魚沼 
■定　員　10人（事前申込み必要） 
■入場料　300円（定期券利用可） 
■受講料　スポパラ会員：無料（一般200円） 
※運動着・室内シューズ・タオルをご用意ください。 

トレーニングマシン使用法講習会 参加者募集中参加者募集中 トレーニングマシン使用法講習会 参加者募集中 
■期　間　6月1日～9月2日、日曜・祝日 
　　　　　およびお盆期間（8／13～16） 

ディスポート南魚沼、夏の延長営業スタート 

【問合せ】社会教育課　生涯スポーツ係　 773-6630

■23年度の支給実績 

■23年度奨励選手の紹介（国際大会出場ならびに国内全国大会7位以内） 

件　数 
63件 

合計金額 
910,000円 

氏　名 
角 田 貴 之  
山 田 　 快  
戸 田 健 樹  
中 澤 健 二  

須 貝 　 完  　 
河 邉 澪 奈  
�橋 秀 人  　 
牧野さくら 
小 林 拓 磨  
　 
　 

大 平 麻 生  　 
　 
　 

片 山 秀 斗  

　　　　　　　　出場大会名 
全国高等学校総合体育大会第56回弓道大会 
第 42回ジュニアオリンピック陸上競技大会 
第66回国民体育大会　山口国体 
2012INASスキー世界選手権 
第67回国体冬季大会　ぎふ国体 
第 61回全国高等学校体育（スキー）大会 
第 61回全国高等学校体育（スキー）大会 
第24回全国高等学校選抜スキー大会 
2012ジュニアオリンピックスキー選手権大会 
第10回FISチルドレンアベトーネ世界大会 
第10回FISチルドレンアベトーネ世界大会 
第1回ユースオリンピック冬季競技大会 
第67回国体冬季大会　ぎふ国体 
第 61回全国高等学校体育（スキー）大会 
第90回全日本スキー選手権大会 
第24回全国高等学校選抜スキー大会 
2012ジュニアオリンピックスキー選手権大会 
第49回全日本スキー技術選手権大会 

成績または開催地 
7位（団体） 
6位 
3位 
トルコ 
7位 
7位 

リレー3位ほか 
6位 
6位 

イタリア 
イタリア 
オーストリア 
リレー優勝ほか 
リレー優勝ほか 
7位ほか 
個人優勝 
3位ほか 
7位 

種　目 
弓道 

陸上（1500m） 
ボクシング 

クロスカントリー 

アルペン 　 
クロスカントリー 

ジャンプ 　 
アルペン 
アルペン 
　 
　 

クロスカントリー 　 
　 
　 

基礎スキー 

　市では、国内外で開催される競技会に出場する南魚沼市在住の選手・団体に、予算の範囲内において推奨
金を支給しています。この制度は、選手の士気を高め、ひいては南魚沼市のスポーツの振興を図ることを目
的とし、オリンピック、世界選手権、その他の国際大会等及び国民体育大会、全国高等学校体育大会、全国
中学校体育大会、全日本選手権大会等に出場する選手に推奨金を支給するものです。 
　当基金では、支給を行う大会の限定や予選会のない大会には支給しない等の制限もありますので、申請方
法や支給基準については市の公式ウェブサイトをご覧になるか、社会教育課に問い合わせください。 
【平成24年度から】 
　従来のものに加え、国際大会については日本代表選抜メ
ンバーに選出されて海外の強化合宿に参加する場合や、野球、
サッカー、バレーボールなどの団体チーム競技で、市内の
学校や少年・少女チームが新潟県を代表して北信越大会等
のブロック大会に出場する場合（社会人チームについては、
県代表として国体、全日本選手権につながるブロック大会
に出場の場合）が支給の対象に加えられました。 

                   

6
月
読
書
の
つ
ど
い
 

　
南
魚
沼
市
図
書
館
読
書
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
ふ
う
せ
ん
の
会
」
結

成
25
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
 

人
形
劇
を
鑑
賞
し
ま
す
。
友
達
を

誘
っ
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
　
6
月
16
日

 

　
　
　
　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
 

会
場
　
市
民
会
館
 

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル
 

テ
ー
マ
　
「
む
か
し
ば
な
し
」
 

内
容
　
人
形
劇
「
お
む
す
び
こ

ろ
り
ん
」
、読
み
聞
か
せ
、
本
の

紹
介
 

出
演
　
人
形
劇
団
オ
フ
ィ
ス
や

ま
い
も
 

対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
　
他
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
 

定
員
　
50
人
　
※
参
加
無
料
 

申
込
み
　
南
魚
沼
市
図
書
館
 

　
　
　
　
　（
事
前
申
込
み
必
要
） 

 
6
月
の
お
は
な
し
か
い
 

　
手
遊
び
と
手
袋
人
形
、
お
は
な

し
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
楽
し

い
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
お
は

な
し
か
い
の
後
は
、
ぜ
ひ
図
書
館

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
 

日
時
　
6
月
9
日

 

　
幼
児
向
き
　
　
午
前
10
時
 

　
小
学
生
向
き
　
午
前
10
時
35
分
 

会
場
　
中
央
公
民
館
（
和
室
）
 

対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
 

 お
は
な
し
隊
が
や
っ
て
く
る
！
 

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
沢
山
の
絵

本
を
の
せ
て
、
全
国
に
お
は
な
し

を
届
け
て
い
る
講
談
社
の
「
本
と

あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」

が
南
魚
沼
市
図
書
館
に
や
っ
て
き

ま
す
。
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
の
「
お
は
な
し
会
」
と
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
に
の
っ
て
い
る
絵
本

の
閲
覧
の
二
本
立
て
で
す
。
み
ん

な
き
て
ね
！
 

日
時
　
７
月
８
日

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
 

会
場
　
南
魚
沼
市
民
会
館
 

対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
 

参
加
費
　
無
料
 

定
員
　
子
ど
も
1
0
0
名
 

申
込
み
　
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
 

　
　
南
魚
沼
市
図
書
館
と
大
和
・

中
央
・
塩
沢
公
民
館
に
申
込
書

が
あ
り
ま
す
。
 

　
　
電
話
で
の
申
込
み
は
、
南
魚

沼
市
図
書
館
へ
。
 

締
切
り
　
７
月
１
日

※
但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
 

    

絵
本
の
へ
や
　
回
 

　
毎
週
水
曜
日
の
10
時
30
分
か
ら

開
催
し
て
い
る
乳
幼
児
読
み
聞
か

せ
「
絵
本
の
へ
や
」
は
、
6
月
13

日

に
開
催
8
5
0
回
を
迎
え
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
 

 

郷
土
図
書
紹
介
 

○
「
村
内
融
和
・
五
穀
豊
穣
記
念
 

上
杉
景
勝
公
卯
年
祭
り
―
災
害

か
ら
の
復
興
を
め
ざ
し
て
―
」
 

上
杉
景
勝
公
卯
年
祭
り
実
行
委

員
会
／
編
 

　
市
内
樺
野
沢
で
行
わ
れ
た
「
上

杉
景
勝
公
卯
年
祭
り
」
の
記
録

や
平
成
23
年
の
出
来
事
、
7
月

の
豪
雨
に
よ
る
災
害
の
記
録
を

収
録
し
て
い
ま
す
。
 

※
上
杉
景
勝
公
卯
年
祭
り
実
行
委

員
会
様
よ
り
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
 

       ○
「
和
歌
神
社
改
修
・
再
建
二
百

五
十
年
祭
記
念
誌
」
 

和
歌
神
社
改
修
建
設
工
事
記
念

誌
編
纂
委
員
会
／
編
 

　
塩
沢
地
域
上
十
日
町
区
の
和
歌

神
社
改
修
及
び
再
建
2
5
0
年

祭
の
記
録
や
、
和
歌
神
社
の
概

要
・
沿
革
な
ど
を
収
録
し
て
い

ま
す
。
 

※
和
歌
神
社
改
修
建
設
工
事
委
員

会
様
よ
り
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
 

       ○
「
ミ
ヨ
キ
さ
ん
の
ざ
っ
と
昔
」
 

新
潟
日
報
事
業
社
／
刊
 

　
魚
沼
市
の
「
昔
語
り
の
達
人
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
佐
藤
ミ
ヨ

キ
さ
ん
（
1
0
1
歳
）
の
昔
話

71
話
を
収
載
。
懐
か
し
く
て
心

温
ま
る
、
越
後
の
お
話
に
出
会

え
ま
す
。
 

○
「
人
生
は
終
わ
っ
た
と
思
っ
て

い
た
―
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か

ら
の
脱
出
―
」
 

月
乃
　
光
司
／
著
 

　
月
乃
光
司
氏
（
新
潟
市
在
住
、

安
吾
賞
新
潟
市
特
別
賞
受
賞
）

の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
の
自

ら
の
入
院
体
験
を
基
に
書
き
上

げ
た
小
説
「
窓
の
外
は
青
」
を

再
録
。
さ
ら
に
同
書
出
版
か
ら

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
「
こ

わ
れ
者
の
祭
典
」
開
催
に
い
た

る
激
動
の
10
年
を
た
ど
る
エ
ッ

セ
ー
集
で
す
。
 

 巡
回
図
書
、利
用
く
だ
さ
い
 

　
5
月
17
日

、大
和
図
書
室
を
入

れ
替
え
ま
し
た
。【
次
回
の
予
定
は
、

6
月
21
日

塩
沢
図
書
室
で
す
】
 

 

6月の開館日時 
南魚沼市 

大和 

塩沢 

～ 9：00～17：00（
のみ19：00まで）休館 と21日（木） 

777‐4671 ～ 9：00～  
19：00（ 祝日17：00まで）休館  

782‐0100 ～ 9：00～  
20：00（ 祝日17：00まで） 

８５０ 



施　設 日曜祝日　営業時間 

プール 

トレーニングルーム 

アリーナ 

ランニングトラック 

10：00～18：00 

 

  9：00～18：30 

 

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係 

〒949-6611 南魚沼市坂戸372 
ディスポート南魚沼内 
月曜休館 
025-773-3210　 025-773-6955

■日　時　6月12日（火）　12：00～13：30 
■場　場　ディスポート南魚沼 
■定　員　10人（事前申込み必要） 
■入場料　300円（定期券利用可） 
■受講料　スポパラ会員：無料（一般200円） 
※運動着・室内シューズ・タオルをご用意ください。 

トレーニングマシン使用法講習会 参加者募集中参加者募集中 トレーニングマシン使用法講習会 参加者募集中 
■期　間　6月1日～9月2日、日曜・祝日 
　　　　　およびお盆期間（8／13～16） 

ディスポート南魚沼、夏の延長営業スタート 

【問合せ】社会教育課　生涯スポーツ係　 773-6630

■23年度の支給実績 

■23年度奨励選手の紹介（国際大会出場ならびに国内全国大会7位以内） 

件　数 
63件 

合計金額 
910,000円 

氏　名 
角 田 貴 之  
山 田 　 快  
戸 田 健 樹  
中 澤 健 二  

須 貝 　 完  　 
河 邉 澪 奈  
�橋 秀 人  　 
牧野さくら 
小 林 拓 磨  
　 
　 

大 平 麻 生  　 
　 
　 

片 山 秀 斗  

　　　　　　　　出場大会名 
全国高等学校総合体育大会第56回弓道大会 
第 42回ジュニアオリンピック陸上競技大会 
第66回国民体育大会　山口国体 
2012INASスキー世界選手権 
第67回国体冬季大会　ぎふ国体 
第 61回全国高等学校体育（スキー）大会 
第 61回全国高等学校体育（スキー）大会 
第24回全国高等学校選抜スキー大会 
2012ジュニアオリンピックスキー選手権大会 
第10回FISチルドレンアベトーネ世界大会 
第10回FISチルドレンアベトーネ世界大会 
第1回ユースオリンピック冬季競技大会 
第67回国体冬季大会　ぎふ国体 
第 61回全国高等学校体育（スキー）大会 
第90回全日本スキー選手権大会 
第24回全国高等学校選抜スキー大会 
2012ジュニアオリンピックスキー選手権大会 
第49回全日本スキー技術選手権大会 

成績または開催地 
7位（団体） 
6位 
3位 
トルコ 
7位 
7位 

リレー3位ほか 
6位 
6位 

イタリア 
イタリア 
オーストリア 
リレー優勝ほか 
リレー優勝ほか 
7位ほか 
個人優勝 
3位ほか 
7位 

種　目 
弓道 

陸上（1500m） 
ボクシング 

クロスカントリー 

アルペン 　 
クロスカントリー 

ジャンプ 　 
アルペン 
アルペン 
　 
　 

クロスカントリー 　 
　 
　 

基礎スキー 

　市では、国内外で開催される競技会に出場する南魚沼市在住の選手・団体に、予算の範囲内において推奨
金を支給しています。この制度は、選手の士気を高め、ひいては南魚沼市のスポーツの振興を図ることを目
的とし、オリンピック、世界選手権、その他の国際大会等及び国民体育大会、全国高等学校体育大会、全国
中学校体育大会、全日本選手権大会等に出場する選手に推奨金を支給するものです。 
　当基金では、支給を行う大会の限定や予選会のない大会には支給しない等の制限もありますので、申請方
法や支給基準については市の公式ウェブサイトをご覧になるか、社会教育課に問い合わせください。 
【平成24年度から】 
　従来のものに加え、国際大会については日本代表選抜メ
ンバーに選出されて海外の強化合宿に参加する場合や、野球、
サッカー、バレーボールなどの団体チーム競技で、市内の
学校や少年・少女チームが新潟県を代表して北信越大会等
のブロック大会に出場する場合（社会人チームについては、
県代表として国体、全日本選手権につながるブロック大会
に出場の場合）が支給の対象に加えられました。 

                   

6
月
読
書
の
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ど
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沼
市
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書
館
読
書
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
ふ
う
せ
ん
の
会
」
結

成
25
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
 

人
形
劇
を
鑑
賞
し
ま
す
。
友
達
を

誘
っ
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
　
6
月
16
日

 

　
　
　
　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
 

会
場
　
市
民
会
館
 

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル
 

テ
ー
マ
　
「
む
か
し
ば
な
し
」
 

内
容
　
人
形
劇
「
お
む
す
び
こ

ろ
り
ん
」
、読
み
聞
か
せ
、
本
の

紹
介
 

出
演
　
人
形
劇
団
オ
フ
ィ
ス
や

ま
い
も
 

対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
　
他
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
 

定
員
　
50
人
　
※
参
加
無
料
 

申
込
み
　
南
魚
沼
市
図
書
館
 

　
　
　
　
　（
事
前
申
込
み
必
要
） 

 
6
月
の
お
は
な
し
か
い
 

　
手
遊
び
と
手
袋
人
形
、
お
は
な

し
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
楽
し

い
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
お
は

な
し
か
い
の
後
は
、
ぜ
ひ
図
書
館

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
 

日
時
　
6
月
9
日

 

　
幼
児
向
き
　
　
午
前
10
時
 

　
小
学
生
向
き
　
午
前
10
時
35
分
 

会
場
　
中
央
公
民
館
（
和
室
）
 

対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
 

 お
は
な
し
隊
が
や
っ
て
く
る
！
 

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
沢
山
の
絵

本
を
の
せ
て
、
全
国
に
お
は
な
し

を
届
け
て
い
る
講
談
社
の
「
本
と

あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」

が
南
魚
沼
市
図
書
館
に
や
っ
て
き

ま
す
。
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
の
「
お
は
な
し
会
」
と
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
に
の
っ
て
い
る
絵
本

の
閲
覧
の
二
本
立
て
で
す
。
み
ん

な
き
て
ね
！
 

日
時
　
７
月
８
日

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
 

会
場
　
南
魚
沼
市
民
会
館
 

対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
 

参
加
費
　
無
料
 

定
員
　
子
ど
も
1
0
0
名
 

申
込
み
　
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
 

　
　
南
魚
沼
市
図
書
館
と
大
和
・

中
央
・
塩
沢
公
民
館
に
申
込
書

が
あ
り
ま
す
。
 

　
　
電
話
で
の
申
込
み
は
、
南
魚

沼
市
図
書
館
へ
。
 

締
切
り
　
７
月
１
日

※
但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
 

    

絵
本
の
へ
や
　
回
 

　
毎
週
水
曜
日
の
10
時
30
分
か
ら

開
催
し
て
い
る
乳
幼
児
読
み
聞
か

せ
「
絵
本
の
へ
や
」
は
、
6
月
13

日

に
開
催
8
5
0
回
を
迎
え
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
 

 

郷
土
図
書
紹
介
 

○
「
村
内
融
和
・
五
穀
豊
穣
記
念
 

上
杉
景
勝
公
卯
年
祭
り
―
災
害

か
ら
の
復
興
を
め
ざ
し
て
―
」
 

上
杉
景
勝
公
卯
年
祭
り
実
行
委

員
会
／
編
 

　
市
内
樺
野
沢
で
行
わ
れ
た
「
上

杉
景
勝
公
卯
年
祭
り
」
の
記
録

や
平
成
23
年
の
出
来
事
、
7
月

の
豪
雨
に
よ
る
災
害
の
記
録
を

収
録
し
て
い
ま
す
。
 

※
上
杉
景
勝
公
卯
年
祭
り
実
行
委

員
会
様
よ
り
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
 

       ○
「
和
歌
神
社
改
修
・
再
建
二
百

五
十
年
祭
記
念
誌
」
 

和
歌
神
社
改
修
建
設
工
事
記
念

誌
編
纂
委
員
会
／
編
 

　
塩
沢
地
域
上
十
日
町
区
の
和
歌

神
社
改
修
及
び
再
建
2
5
0
年

祭
の
記
録
や
、
和
歌
神
社
の
概

要
・
沿
革
な
ど
を
収
録
し
て
い

ま
す
。
 

※
和
歌
神
社
改
修
建
設
工
事
委
員

会
様
よ
り
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
 

       ○
「
ミ
ヨ
キ
さ
ん
の
ざ
っ
と
昔
」
 

新
潟
日
報
事
業
社
／
刊
 

　
魚
沼
市
の
「
昔
語
り
の
達
人
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
佐
藤
ミ
ヨ

キ
さ
ん
（
1
0
1
歳
）
の
昔
話

71
話
を
収
載
。
懐
か
し
く
て
心

温
ま
る
、
越
後
の
お
話
に
出
会

え
ま
す
。
 

○
「
人
生
は
終
わ
っ
た
と
思
っ
て

い
た
―
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か

ら
の
脱
出
―
」
 

月
乃
　
光
司
／
著
 

　
月
乃
光
司
氏
（
新
潟
市
在
住
、

安
吾
賞
新
潟
市
特
別
賞
受
賞
）

の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
の
自

ら
の
入
院
体
験
を
基
に
書
き
上

げ
た
小
説
「
窓
の
外
は
青
」
を

再
録
。
さ
ら
に
同
書
出
版
か
ら

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
「
こ

わ
れ
者
の
祭
典
」
開
催
に
い
た

る
激
動
の
10
年
を
た
ど
る
エ
ッ

セ
ー
集
で
す
。
 

 巡
回
図
書
、利
用
く
だ
さ
い
 

　
5
月
17
日

、大
和
図
書
室
を
入

れ
替
え
ま
し
た
。【
次
回
の
予
定
は
、

6
月
21
日

塩
沢
図
書
室
で
す
】
 

 

6月の開館日時 
南魚沼市 

大和 

塩沢 

～ 9：00～17：00（
のみ19：00まで）休館 と21日（木） 

777‐4671 ～ 9：00～  
19：00（ 祝日17：00まで）休館  

782‐0100 ～ 9：00～  
20：00（ 祝日17：00まで） 

８５０ 



第23回 南魚沼市
ソフトバレーボール大会参加者募集
決めろアタック!!

●●日　　時：６月１７日（日）午前８時３０分受付開始
●●会　　場：塩沢中学校第１、第２体育館
●●競技内容：�４人制ソフトバレーボール 

（バドミントンコート使用）
●●チーム構成　
【女子の部】	・プラチナクラス
【混合の部】	・�ブロンズクラス 

（39歳以下の男女で構成）
	 ・�ゴールドクラス 

（40歳以上の男女で構成）
※�混合の部はコート内の男子選手を２名までとします。
※�いずれの部門も、途中交代可能。選手は中学生以上

に限ります。
●●参加費：１チーム ２，０００円
●●締　切：６月８日（金）
●●申込み：�塩沢公民館、大和公民館、生涯スポーツ係

（市民会館内）
●●関連URL
大会要項、申込書は市公式ウェブサイトからも
ダウンロードできます。
●●問合せ先：実行委員	 樋口☎０９０－５２０８－０９０４

		  小幡☎０９０－５５１０－９１９３

第27回 塩沢地域ゴルフ大会　
参加者募集

●●日　時：６月２７日（水）午前７時３０分スタート
●●会　場：ゴールド越後湯沢カントリークラブ
●●参加費：個人戦１人３，０００円
●●団体戦：１チーム２，０００円
●●参加資格：南魚沼市に在住・在勤の方
●●締切り：６月１３日（水）
●●申込み・問合せ：大会事務局（サトウスポーツ）
Tel  ７８２－１５０８　 Fax  ７８２－１９６３

インターハイ売店出店者募集

今夏開催されるインターハイ南魚沼市開催競技会
場に売店の出店を希望される方を募集します。

販売品目

⿟⿟食品　※�売店で調理、加工を行わない食品で容
器包装されているもの

⿟⿟おみやげ品（酒類は不可）
⿟⿟スポーツ用品
⿟⿟写真、ビデオ記録等　

※�事前に全国高等学校体育連盟及び市実行委員会の
許可を受けて撮影されたものに限ります。

申　請 所定の申請用紙に記入のうえ、実行委員会事務局まで

応募期限 6月29日(金)

●●出店計画

競技名 自転車ロードレース テニス

出店会場 ふれ愛支援
センター駐車場 大原運動公園内

出店期間 ７月29日（日）
１日間

８月10日（金）16日（木）
７日間

店舗規模 原則として１店舗あたり１区画
（２間×３間のテント１張）

実行委員
会準備品 テント１張　長机４台　パイプ椅子４脚

出店料 35,000円（予定）

●●申込み・問合せ
インターハイ実行委員会事務局（生涯スポーツ係）
☎７７３－６６３０

 インターハイ競技別
　 プログラム広告協賛の募集

今夏開催されるインターハイ南魚沼市開催競技の
プログラム広告協賛を募集します。

競技名 自転車ロードレース テニス

開催期間 7月29日（日）1日間 8月10日（金）〜
16日（木）7日間

会　場 市内特設
ロードコース

大原運動公園
テニスコート

プログラム
作成部数

1,800部　※トラック
種目（弥彦村）と共通 2,540部

広告
協賛金

・A4カラー　
1ページ	：8万円

・A4カラー 
1/2ページ：4万円

・A4白黒 
1ページ：4万円

・A4白黒　
1/2ページ：2万円

・A4白黒　
1/4ページ：1万円

・A4カラー
1ページ：16万円

・A4白黒　
1ページ：4万円

・A4白黒
1/2ページ：2万円

・A4白黒
1/4ページ：1万円

・A4白黒
1/8ページ：5千円

・企業等名のみ掲載：3千円

応募期限 6月29日（金）

●●申込み・問合せ
インターハイ実行委員会事務局（生涯スポーツ係）
☎７７３－６６３０
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ジャンプ体験参加者募集

空に浮かぶ独特の感覚を体験してみませんか。
当日はジャンプのコーチがフルサポートします。
小中学生ならどなたでも大歓迎です。みなさんの
参加をおまちしています。

●●日　時：�６月１０日（日）午前11時30分頃より1時
間程度

●●会　場：�五日町体験ジャンプ台 
（五日町シャンツェ内、飛距離５ｍ程度）

●●参加料：�無　料（傷害保険は主催者側で加入しま
すが、保険範囲内での保証となります。）

●●持ち物：�アルペンスキー（エッジを丸めても良いも
の）アルペンブーツ、ヘルメット（ない場
合レンタルあり）手袋、肌の露出しない服
装（ウィンドブレーカー、ジャージ等）

●●問合せ：南魚沼ジャンプ少年団　上村
	 ☎０９０－７６３９－６３１２

※�当日は午前９時３０分より、同地にて第８回市
長杯ジュニアジャンプ大会が行われます。ぜひ
大会も観戦してください。

市体育協会 競技力向上委員会 主催
「熱中症の予防心得とその対策、

熱中症患者の処置方法」講習会
 

●●日　時：６月２０日（水）午後７時～
●●会　場：南魚沼市消防本部
●●内　容：熱中症と水分補給について
●●講　師：南魚沼市消防署 救急救命士、大塚製薬
●●参加費：無料
●●申込み：�市体育協会事務局（市民会館内） 

６月15日（金）まで　☎ ７７３－６６３０
●●問合せ：�競技力向上委員会　浜口 

☎０９０－４６２１－０５９３（午後６時～９時）

体力測定会参加者募集
＆ワン・ウィリアムズさんの

気軽にブートキャンプの体験参加者募集

この頃、体力の衰えを感じることはありませんか。
そうでない方も、現在の自分の体力年齢が実際
にどのくらいか確認してみませんか。簡単に測定
できます。
また、今回は体力測定終了後に、市スポーツ推
進委員のワン・ウィリアムズさんの気軽にブート
キャンプ（簡単エクササイズ）の体験コーナーもあ
わせて行いますので、ぜひ健康づくりのために体
験ください。

●●日　時：�６月２４日（日） 
午前９時３０分～１１時３０分（受付時間）

●●会　場：ディスポート南魚沼 ２階アリーナ
●●参加資格：小学生以上で健康な方
●●参加費：無 料
●●参加賞：タオル、飲料水
●●測定種目等（健康状態に留意して、ケガをしない範囲で行う）
【全　員】�身長、体重、血圧、握力、長座位体前屈、

上体起こし
【64歳までの方】�反復横とび、立ち幅跳び、20ｍ

シャトルラン
【65歳以上の方】�開眼片足立ち、10ｍ障害物行、 

６分間歩行
●●申込・問合せ：�社会教育課　生涯スポーツ係 

（市民会館内）☎７７３－６６３０
※電話で申し込みください。
※先着８０名で締切ります
●●申込締切：６月１5日（金）

体験コーナー：�ワン・ウィリアムズさんの気軽にブート 
キャンプ（簡単エクササイズ）って？

毎日の生活に刺激が欲しいと思っている方にお薦
め。本場アメリカ仕込みのブートキャンプがついに
南魚沼市に上陸しました。でも、皆さんの持っている
イメージはひとまず忘れてください。ビリーではな
く、このワン・ウィリアムズさんのブートキャンプは
手軽で気軽に楽しくできます。自分自身の体重を利
用した簡単なエクササイズの連続運動です。小学生
から高齢の方まで、1つの動作でもその人の体力に合
わせたレベルとペースでできるお手軽エクササイズ
になっています。

フレンドリーなワンさんがサポートしてくれます。
この機会にぜひワンさんのブートキャンプを体験し
て、毎日の生活・体力づくりに取り入れてください。
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●　●　●　まなびのひろば　●　●　●

も
く  

じ
き  

ぶ
つ 

南
魚
沼
市
の
木
喰
仏（
二
） 

　
　
　
　
社
会
教
育
課
　
文
化
振
興
係
 

　
　
　
　
　
　
�
7
7
7
‐
4
6
7
1

   【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館
 

　
　
　
　
　
　
　
�
7
7
3
‐
6
6
1
0
 

　
「
日
本
語
交
流
ひ
ろ
ば
」
は
、
外
国
か

ら
来
た
方
を
対
象
に
日
本
語
や
日
本
の
生

活
習
慣
を
学
ぶ
教
室
で
す
。
 

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
し
な
が
ら
、

楽
し
く
日
本
語
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
 

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
会
場
に
き
て

く
だ
さ
い
。
 

�
日
時
・
会
場
 

【
午
後
の
教
室
】
 

　
日
時
　
火
曜
日
　
午
後
1
時
か
ら
3
時
 

　
会
場
　
大
和
公
民
館
（
浦
佐
）
 

【
夜
の
教
室
】
 

　
日
時
　
水
曜
日
　
午
後
7
時
か
ら
8
時

30
分
 

　
会
場
　
中
央
公
民
館
 

　
　
　
　
（
南
魚
沼
市
民
会
館
内
）
 

�
参
加
費
　
無
料
 

�
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
外
国
籍
の
方
 

�
指
導
　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
指
導
 

     【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館
 

　
　
　
　
　
　
　
�
7
7
3
‐
6
6
1
0
 

�
日
時
 

　
①
6
月
27
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午
 

　
②
6
月
28
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午
 

　
③
6
月
28
日
�
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

　
　
＊
10
分
前
に
集
合
 

�
会
場
　
塩
沢
公
民
館
　
調
理
実
習
室
 

�
講
師
　
木
村
多
美
子
さ
ん
 

�
内
容
　
お
昼
弁
当
の
お
か
ず
を
作
っ
て

タ
ッ
パ
に
詰
め
ま
す
 

�
対
象
者
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
 

�
参
加
費
　
5
0
0
円
（
当
日
集
金
）
 

�
持
ち
物
　
タ
ッ
パ
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
台
ふ
き
ん
 

�
定
員
　
①
〜
③
い
ず
れ
も
20
人
 

＊
定
員
に
な
り
し
だ
い
し
め
き
り
ま
す
 

       　
今
秋
の
市
の
木
喰
展
に
出
品
予
定
の
木

喰
仏
の
中
か
ら
三
体
を
紹
介
し
ま
す
。
 

 ○
市
指
定
文
化
財
　
役
行
者
像
 

　
役
行
者
は
奈
良
時
代
の
山
岳
修
行
者
で
、

修
験
道
の
祖
と
称
さ
れ
、
神
変
菩
薩
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。
額
に
皺
が
走
り
、
長
い
顎

ひ
げ
を
た
く
わ
え
、
口
元
は
微
笑
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
泉
新
田
の
大
勝
院

（
廃
寺
）
の
所
蔵
で
し
た
が
、
先
々
代
が

当
寺
の
ご
住
職
だ
っ
た
縁
で
、
今
は
個
人

の
お
宅
に
内
仏
と
し
て
今
に
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
背
銘
に
「
文
化
二
年
（
一
八
〇

五
）
八
月
二
四
日
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、

木
喰
上
人
八
十
八
歳
の
作
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
用
材
は
銀
杏
で
す
。
 

総
高
六
〇
㎝
。
 

所
蔵
　
久
川
一
利
 

指
定
年
月
日
　
昭
和
四
九
年
二
月
二
五
日
 

         ○
市
指
定
文
化
財
　
カ
フ
ヤ
ノ
大
師
像
 

　
満
願
寺
に
伝
わ
る
木
喰
仏
で
、
カ
フ
ヤ

ノ
は
「
高
野
の
」
の
意
味
で
弘
法
大
師
像

と
思
わ
れ
ま
す
。
両
手
を
法
衣
に
包
み
、

両
目
を
大
き
く
見
開
き
、
口
元
に
は
微
笑

を
湛
え
て
い
ま
す
。
護
摩
の
煙
に
よ
っ
て

黒
ず
ん
で
い
ま
す
が
、
保
存
状
態
は
良
好

で
す
。
背
銘
に
「
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

八
月
二
五
日
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
日

付
は
役
行
者
像
の
背
銘
に
記
さ
れ
た
日
の

翌
日
に
当
た
り
ま
す
。
 

総
高
四
六
㎝
。
 

所
蔵
　
満
願
寺
 

指
定
年
月
日
　
昭
和
四
九
年
二
月
二
五
日
 

         ○
市
指
定
文
化
財
　
慈
源
大
師
像
 

　
近
年
、
満
願
寺
の
分
寺
か
ら
移
さ
れ
た

木
喰
仏
で
、
額
に
兜
巾
を
付
け
、
結
袈
裟

を
着
た
修
験
者
の
姿
を
し
て
い
ま
す
。
平

安
時
代
初
期
の
真
言
宗
の
僧
で
、
修
験
道

の
中
興
と
さ
れ
る
理
源
大
師
の
像
と
思
わ

れ
ま
す
。
背
銘
に
「
文
化
二
年
（
一
八
〇

五
）
八
月
□
日
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。 

総
高
五
三
㎝
。
 

所
蔵
　
満
願
寺
 

指
定
年
月
日
　
平
成
二
四
年
四
月
二
七
日
 

        ※
注
　
□
は
判
読
不
明
文
字
 

 

日
本
語
交
流
ひ
ろ
ば 

参
加
者
募
集 

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室 

「
飽
き
さ
せ
な
い
お
弁
当
作
り
の
コ
ツ
」 

〜
チ
ョ
ッ
と
し
た
工
夫
で
い
つ
も
美
味
し
い
弁
当
が
作
れ
た
ら
〜 

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
ぞ
う
 

し
ん
ぺ
ん  

ぼ  

さ
つ 

ご
　
ま 

り  

げ
ん
だ
い  

し 

と  

き
ん 

ゆ
い  

げ
　
さ 

じ  

げ
ん
だ
い  

し  

ぞ
う 

高橋(聡) 寺田 薄田 休診 

6月の城内診療所 診療担当医師（予定表予定表） 6月の城内診療所 診療担当医師（予定表） 6月の城内診療所 診療担当医師（予定表） 

　
　
　
問
　
総
務
課
（
防
災
庶
務
班
）

　
　
　
　
　
�
７
７
３
―
６
６
６
０
 

一
日
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
　（
災
害
に
備
え
て
） 

月 

4日 

11日 

18日 

25日 

午前 午後 
火 

5日 

12日 

19日 

26日 

午前 午後 
水 

6日 

13日 

20日 

27日 

午前 午後 
木 

7日 

14日 

21日 

28日 

午前 午後 
金 

8日 

15日 

22日 

29日 

午前 午後 
土 日 

9日 

1日 2日 3日 

16日 

23日 

30日 

午前 午後 

高橋(聡) 高橋(聡)

休診 

10日 

休診 

17日 

休診 

24日 

休診 

7月1日 

休診 

高橋(聡) 
廣田 

高橋(聡)

高橋(聡) 
廣田 

高橋(聡)

高橋(聡) 
廣田 

高橋(聡)

高橋(聡) 
廣田 

高橋(聡)

高橋(聡) 
福本 

福本 

高橋(聡) 
福本 

福本 

高橋(聡) 寺田 

高橋(聡) 寺田 

高橋(聡) 中山 

高橋(聡) 高橋(聡) 福本 中山 

高橋(正) 高橋(聡)

高橋(聡) 
高橋(正)

高橋(正)

高橋(聡) 
高橋(正)

高橋(正)

風間 高橋(聡)

高橋(聡) 高橋(聡)

高橋(聡)

高橋(聡)

寺田 

高橋(聡) 寺田 堀内 

福本 休診 

休診 

高橋(聡) 休診 休診 
（住民健診） 

休診 

外来診療受付　　月曜～金曜 8：30～11：00、11：00～16：00／土曜 8：30～11：30

〔お知らせ〕午後の受付開始を11：00に変更しました。　　【問合せ】城内診療所 　�775-2009

　
黒
く
増
水
し
た
川
に
は
近
寄
る
べ
か

ら
ず 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
消
防
団
に
入
っ
て
も
う
35
年
に
な
り

ま
す
が
、
最
近
の
雨
の
降
り
方
の
異
常

さ
は
感
じ
て
い
ま
す
。
台
風
に
付
随
し

た
豪
雨
は
過
去
に
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た

け
ど
、
近
ご
ろ
は
完
全
に
雨
だ
け
で
す

も
ん
ね
。
 

　
雨
粒
の
大
き
さ
も
が
違
う
よ
う
な
気

が
す
る
し
、
ト
タ
ン
屋
根
と
か
じ
ゃ
な

い
家
の
中
に
い
て
も
雨
音
で
恐
怖
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と

っ
て
、
今
ま
で
は
そ
う
そ
う
な
か
っ
た
。
 

　
そ
れ
か
ら
、
長
年
の
経
験
か
ら
言
え

る
こ
と
は
、
「
流
れ
の
速
い
川
の
そ
ば

に
は
、
絶
対
に
近
寄
っ
て
は
い
か
ん
」

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
よ
く
老
人
が
田

ん
ぼ
や
畑
を
見
回
り
に
行
っ
て
、
小
さ

な
水
路
に
落
ち
て
流
さ
れ
た
っ
て
話
を

聞
き
ま
す
が
、
普
通
は
「
な
ん
で
、
そ

ん
な
と
こ
ろ
で
」
っ
て
思
い
ま
す
よ
ね
。
 

　
で
も
、
そ
れ
は
ち
っ
と
も
不
思
議
な

こ
と
で
な
く
て
、
水
の
流
れ
を
見
て
い

る
う
ち
に
め
ま
い
を
起
こ
す
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
ん
で
す
。
自
分
た
ち
で
さ

え
、
黒
く
増
水
し
た
川
を
じ
っ
と
見
て

い
る
と
、
思
わ
ず
体
が
引
き
込
ま
れ
る

み
た
い
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。
 

（
魚
沼
市
50
代
男
性
） 

 

　
　
　
問
　
保
健
課
（
献
血
担
当
）

　
　
　
　
　
�
７
７
３
―
６
8
1
1

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

6
月
の
献
血
日
程 

●
日
時
　
６
月
24
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分 

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分 

●
会
場
　
イ
オ
ン
六
日
町
店 

●
種
別
　
全
血 

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す 

○
目
黒
建
築
様
、
有
限
会
社
青
木
建
設

様
か
ら
3
0
、7
8
6
円
の
ご
寄
付
を
頂

き
ま
し
た
。 

●　●　●　けんこうひろば　●　●　●
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も
く  

じ
き  

ぶ
つ 

南
魚
沼
市
の
木
喰
仏（
二
） 

　
　
　
　
社
会
教
育
課
　
文
化
振
興
係
 

　
　
　
　
　
　
�
7
7
7
‐
4
6
7
1

   【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館
 

　
　
　
　
　
　
　
�
7
7
3
‐
6
6
1
0
 

　
「
日
本
語
交
流
ひ
ろ
ば
」
は
、
外
国
か

ら
来
た
方
を
対
象
に
日
本
語
や
日
本
の
生

活
習
慣
を
学
ぶ
教
室
で
す
。
 

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
し
な
が
ら
、

楽
し
く
日
本
語
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
 

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
会
場
に
き
て

く
だ
さ
い
。
 

�
日
時
・
会
場
 

【
午
後
の
教
室
】
 

　
日
時
　
火
曜
日
　
午
後
1
時
か
ら
3
時
 

　
会
場
　
大
和
公
民
館
（
浦
佐
）
 

【
夜
の
教
室
】
 

　
日
時
　
水
曜
日
　
午
後
7
時
か
ら
8
時

30
分
 

　
会
場
　
中
央
公
民
館
 

　
　
　
　
（
南
魚
沼
市
民
会
館
内
）
 

�
参
加
費
　
無
料
 

�
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
外
国
籍
の
方
 

�
指
導
　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
指
導
 

     【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館
 

　
　
　
　
　
　
　
�
7
7
3
‐
6
6
1
0
 

�
日
時
 

　
①
6
月
27
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午
 

　
②
6
月
28
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午
 

　
③
6
月
28
日
�
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

　
　
＊
10
分
前
に
集
合
 

�
会
場
　
塩
沢
公
民
館
　
調
理
実
習
室
 

�
講
師
　
木
村
多
美
子
さ
ん
 

�
内
容
　
お
昼
弁
当
の
お
か
ず
を
作
っ
て

タ
ッ
パ
に
詰
め
ま
す
 

�
対
象
者
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
 

�
参
加
費
　
5
0
0
円
（
当
日
集
金
）
 

�
持
ち
物
　
タ
ッ
パ
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
台
ふ
き
ん
 

�
定
員
　
①
〜
③
い
ず
れ
も
20
人
 

＊
定
員
に
な
り
し
だ
い
し
め
き
り
ま
す
 

       　
今
秋
の
市
の
木
喰
展
に
出
品
予
定
の
木

喰
仏
の
中
か
ら
三
体
を
紹
介
し
ま
す
。
 

 ○
市
指
定
文
化
財
　
役
行
者
像
 

　
役
行
者
は
奈
良
時
代
の
山
岳
修
行
者
で
、

修
験
道
の
祖
と
称
さ
れ
、
神
変
菩
薩
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。
額
に
皺
が
走
り
、
長
い
顎

ひ
げ
を
た
く
わ
え
、
口
元
は
微
笑
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
泉
新
田
の
大
勝
院

（
廃
寺
）
の
所
蔵
で
し
た
が
、
先
々
代
が

当
寺
の
ご
住
職
だ
っ
た
縁
で
、
今
は
個
人

の
お
宅
に
内
仏
と
し
て
今
に
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
背
銘
に
「
文
化
二
年
（
一
八
〇

五
）
八
月
二
四
日
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、

木
喰
上
人
八
十
八
歳
の
作
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
用
材
は
銀
杏
で
す
。
 

総
高
六
〇
㎝
。
 

所
蔵
　
久
川
一
利
 

指
定
年
月
日
　
昭
和
四
九
年
二
月
二
五
日
 

         ○
市
指
定
文
化
財
　
カ
フ
ヤ
ノ
大
師
像
 

　
満
願
寺
に
伝
わ
る
木
喰
仏
で
、
カ
フ
ヤ

ノ
は
「
高
野
の
」
の
意
味
で
弘
法
大
師
像

と
思
わ
れ
ま
す
。
両
手
を
法
衣
に
包
み
、

両
目
を
大
き
く
見
開
き
、
口
元
に
は
微
笑

を
湛
え
て
い
ま
す
。
護
摩
の
煙
に
よ
っ
て

黒
ず
ん
で
い
ま
す
が
、
保
存
状
態
は
良
好

で
す
。
背
銘
に
「
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

八
月
二
五
日
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
日

付
は
役
行
者
像
の
背
銘
に
記
さ
れ
た
日
の

翌
日
に
当
た
り
ま
す
。
 

総
高
四
六
㎝
。
 

所
蔵
　
満
願
寺
 

指
定
年
月
日
　
昭
和
四
九
年
二
月
二
五
日
 

         ○
市
指
定
文
化
財
　
慈
源
大
師
像
 

　
近
年
、
満
願
寺
の
分
寺
か
ら
移
さ
れ
た

木
喰
仏
で
、
額
に
兜
巾
を
付
け
、
結
袈
裟

を
着
た
修
験
者
の
姿
を
し
て
い
ま
す
。
平

安
時
代
初
期
の
真
言
宗
の
僧
で
、
修
験
道

の
中
興
と
さ
れ
る
理
源
大
師
の
像
と
思
わ

れ
ま
す
。
背
銘
に
「
文
化
二
年
（
一
八
〇

五
）
八
月
□
日
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。 

総
高
五
三
㎝
。
 

所
蔵
　
満
願
寺
 

指
定
年
月
日
　
平
成
二
四
年
四
月
二
七
日
 

        ※
注
　
□
は
判
読
不
明
文
字
 

 

日
本
語
交
流
ひ
ろ
ば 

参
加
者
募
集 

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室 

「
飽
き
さ
せ
な
い
お
弁
当
作
り
の
コ
ツ
」 

〜
チ
ョ
ッ
と
し
た
工
夫
で
い
つ
も
美
味
し
い
弁
当
が
作
れ
た
ら
〜 

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
ぞ
う
 

し
ん
ぺ
ん  

ぼ  

さ
つ 

ご
　
ま 

り  

げ
ん
だ
い  

し 

と  

き
ん 

ゆ
い  

げ
　
さ 

じ  

げ
ん
だ
い  

し  

ぞ
う 

高橋(聡) 寺田 薄田 休診 

6月の城内診療所 診療担当医師（予定表予定表） 6月の城内診療所 診療担当医師（予定表） 6月の城内診療所 診療担当医師（予定表） 

　
　
　
問
　
総
務
課
（
防
災
庶
務
班
）

　
　
　
　
　
�
７
７
３
―
６
６
６
０
 

一
日
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
　（
災
害
に
備
え
て
） 

月 

4日 

11日 

18日 

25日 

午前 午後 
火 

5日 

12日 

19日 

26日 

午前 午後 
水 

6日 

13日 

20日 

27日 

午前 午後 
木 

7日 

14日 

21日 

28日 

午前 午後 
金 

8日 

15日 

22日 

29日 

午前 午後 
土 日 

9日 

1日 2日 3日 

16日 

23日 

30日 

午前 午後 

高橋(聡) 高橋(聡)

休診 

10日 

休診 

17日 

休診 

24日 

休診 

7月1日 

休診 

高橋(聡) 
廣田 

高橋(聡)

高橋(聡) 
廣田 

高橋(聡)

高橋(聡) 
廣田 

高橋(聡)

高橋(聡) 
廣田 

高橋(聡)

高橋(聡) 
福本 

福本 

高橋(聡) 
福本 

福本 

高橋(聡) 寺田 
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寺田 

高橋(聡) 寺田 堀内 

福本 休診 

休診 

高橋(聡) 休診 休診 
（住民健診） 

休診 

外来診療受付　　月曜～金曜 8：30～11：00、11：00～16：00／土曜 8：30～11：30

〔お知らせ〕午後の受付開始を11：00に変更しました。　　【問合せ】城内診療所 　�775-2009

　
黒
く
増
水
し
た
川
に
は
近
寄
る
べ
か

ら
ず 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
消
防
団
に
入
っ
て
も
う
35
年
に
な
り

ま
す
が
、
最
近
の
雨
の
降
り
方
の
異
常

さ
は
感
じ
て
い
ま
す
。
台
風
に
付
随
し

た
豪
雨
は
過
去
に
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た

け
ど
、
近
ご
ろ
は
完
全
に
雨
だ
け
で
す

も
ん
ね
。
 

　
雨
粒
の
大
き
さ
も
が
違
う
よ
う
な
気

が
す
る
し
、
ト
タ
ン
屋
根
と
か
じ
ゃ
な

い
家
の
中
に
い
て
も
雨
音
で
恐
怖
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と

っ
て
、
今
ま
で
は
そ
う
そ
う
な
か
っ
た
。
 

　
そ
れ
か
ら
、
長
年
の
経
験
か
ら
言
え

る
こ
と
は
、
「
流
れ
の
速
い
川
の
そ
ば

に
は
、
絶
対
に
近
寄
っ
て
は
い
か
ん
」

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
よ
く
老
人
が
田

ん
ぼ
や
畑
を
見
回
り
に
行
っ
て
、
小
さ

な
水
路
に
落
ち
て
流
さ
れ
た
っ
て
話
を

聞
き
ま
す
が
、
普
通
は
「
な
ん
で
、
そ

ん
な
と
こ
ろ
で
」
っ
て
思
い
ま
す
よ
ね
。
 

　
で
も
、
そ
れ
は
ち
っ
と
も
不
思
議
な

こ
と
で
な
く
て
、
水
の
流
れ
を
見
て
い

る
う
ち
に
め
ま
い
を
起
こ
す
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
ん
で
す
。
自
分
た
ち
で
さ

え
、
黒
く
増
水
し
た
川
を
じ
っ
と
見
て

い
る
と
、
思
わ
ず
体
が
引
き
込
ま
れ
る

み
た
い
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。
 

（
魚
沼
市
50
代
男
性
） 

 

　
　
　
問
　
保
健
課
（
献
血
担
当
）

　
　
　
　
　
�
７
７
３
―
６
8
1
1

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

6
月
の
献
血
日
程 

●
日
時
　
６
月
24
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分 

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分 

●
会
場
　
イ
オ
ン
六
日
町
店 

●
種
別
　
全
血 

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す 

○
目
黒
建
築
様
、
有
限
会
社
青
木
建
設

様
か
ら
3
0
、7
8
6
円
の
ご
寄
付
を
頂

き
ま
し
た
。 

●　●　●　けんこうひろば　●　●　●



が
ん
検
診
を

　
受
け
ま
し
ょ
う
！

平
成
22
・
23
年
度
の
住
民
健
診
に
お
け

る
が
ん
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

１
．
が
ん
検
診
受
診
者
数

肺
が
ん
・
胃
が
ん
検
診
の
受
診
者
数
は

22
年
度
か
ら
23
年
度
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で

し
た
が
、
21
年
度
に
比
べ
る
と
減
少
し
て

い
ま
す
。

一
方
、
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸

が
ん
検
診
は
、
国
が
実
施
し
て
い
る
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
の
効
果
も
あ
り
、
23
年

度
の
受
診
者
数
は
増
加
し
ま
し
た
。

前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
検
診
会
場
で
受

診
を
勧
め
て
い
ま
す
。
23
年
度
の
受
診
者

数
は
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
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がん検診受診者数の推移前立腺がん検診受診者数の推移
２
．
精
密
検
査
受
診
率

検
診
種
別
に
よ
っ
て
、
精
密
検
査
が
必

要
と
判
定
さ
れ
た
人
の
割
合
（
要
精
密
検

査
率
）
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

要
精
密
検
査
と
は
、「
が
ん
の
疑
い
を

含
め
病
気
の
可
能
性
が
あ
る
」
と
判
定
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
更
に
詳
し
い
検

査
を
行
い
、
病
気
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調

べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
精
密
検
査
が
必
要
と
判
定
さ

れ
た
全
て
の
方
が
精
密
検
査
を
受
け
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
精

密
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方
は
90
％
前
後
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
精
密
検
査
が
必
要

と
判
定
さ
れ
た
時
に
は
、
必
ず
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

３
．
が
ん
発
見
数

検
診
種
別
に
よ
っ
て
、
発
見
さ
れ
る
が

ん
の
数
に
は
差
が
あ
り
ま
す
が
、
受
診
者

数
が
増
加
し
て
い
る
検
診
で
は
、
が
ん
発

見
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
が
ん
の
発
見

に
は
、検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

３
．
が
ん
検
診
を

　
　
　
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
！

国
で
は
、
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診
は
１
年
に
１
回
、
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回
の
受
診
を
勧

め
て
い
ま
す
。

５
月
か
ら
24
年
度
の
が
ん
検
診
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
が
ん
検
診
は
ご
加
入
の
医

療
保
険
に
関
わ
ら
ず
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

し
ば
ら
く
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い

方
、
申
込
み
を
忘
れ
て
い
た
方
は
こ
の
機

会
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
平
成
24
年
度
住
民
健
診
カ
レ
ン
ダ
ー

で
日
程
を
確
認
し
、
保
健
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
）

 

保
健
課

 

７
７
３
‐
６
８
１
１

　　【がん検診受診状況】　　（平成24年3月31日現在）

平成22年度 平成23年度
検診
種別 受診者数 要精密

検査者数
要精密

検査率(％)
精密検査
受診者数

精密検査
受診率(％) がん発見数 受診者数 要精密

検査者数
要精密

検査率(％)
精密検査
受診者数

精密検査
受診率(％) がん発見数

肺 8,289 235 2.8 216 91.9 5 8,316 242 2.9 214 88.4 5
胃 4,110 413 10.0 368 89.1 8 4,180 398 9.5 362 91.0 8

大腸 6,549 354 5.4 308 87.0 9 7,008 393 5.6 328 83.5 14
乳 2,205 308 14.0 299 97.1 3 2,576 372 14.4 360 96.8 12

子宮頸 2,323 39 1.7 37 94.9 2 3,044 67 2.2 59 88.1 3
前立腺 252 26 10.3 23 88.5 3 709 79 11.1 69 87.3 8
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歯
周
病
と 

全
身
疾
患
に
つ
い
て

 

保
健
課

 

７
７
３
―
６
８
１
１

歯
周
病
は
、
歯
と
歯
肉
の
境
目
の
溝
に

た
ま
っ
た
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
に
よ
っ
て

起
こ
り
ま
す
。
プ
ラ
ー
ク
の
付
着
に
よ
っ

て
歯
肉
に
炎
症
が
起
こ
る
と
歯
と
歯
肉
の

境
目
の
溝
で
あ
る
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
深
く

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
細
菌
が
す
み
着
き
、

そ
の
細
菌
か
ら
出
さ
れ
る
毒
素
と
炎
症
性

物
質
に
よ
っ
て
周
り
の
組
織
が
破
壊
さ
れ

て
歯
を
支
え
て
い
る
骨
が
溶
か
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
歯

肉
が
腫
れ
、
徐
々
に
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
て

よ
く
噛
め
な
く
な
り
、
結
果
と
し
て
歯
の

喪
失
を
も
た
ら
し
ま
す
。

近
年
、
歯
周
病
は
さ
ま
ざ
ま
な
全
身
疾

患
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
歯
肉
へ
の
炎
症
だ
け
で
な
く
、
心

臓
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
全
身
疾
患
を
悪
化

さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
全
身
の
健
康
へ
の
影

響
に
も
関
係
し
ま
す
。
ま
た
、
重
度
の
歯

周
病
の
あ
る
人
ほ
ど
動
脈
硬
化
に
よ
る
心

臓
疾
患
が
多
く
な
り
、
心
臓
の
筋
肉
に
血

液
を
送
る
冠
動
脈
の
動
脈
硬
化
が
起
き
て

い
る
場
所
で
歯
周
病
菌
が
見
つ
か
っ
た
こ

と
が
研
究
者
よ
り
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
菌
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
細
菌
の

毒
素
で
血
管
が
狭
ま
る
シ
ス
テ
ム
は
、
心

臓
の
冠
動
脈
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、
体

内
を
流
れ
る
す
べ
て
の
血
管
に
い
え
る
こ

と
で
、
全
身
の
健
康
に
影
響
し
ま
す
。
こ

の
様
に
歯
周
病
は
口
の
中
だ
け
の
病
気
と

思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
糖
尿
病
、
心
臓
・

血
管
系
疾
患
、
早
産
・
低
体
重
児
出
産
肺

炎
な
ど
全
身
的
な
病
気
の
進
行
に
影
響
を

あ
た
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。歯

周
病
の
予
防
に
は
歯
磨
き
が
一
番
大

切
で
す
。
歯
と
歯
肉
に
付
着
し
た
プ
ラ
ー

ク
を
取
り
除
く
よ
う
、
歯
ブ
ラ
シ
以
外
に

も
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
な
ど

も
使
う
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
プ
ラ
ー
ク

を
自
分
だ
け
で
完
全
に
取
り
除
く
こ
と
は

大
変
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
院
で
の
定
期
的
な
健
診
と
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
大
切
な
の
で
す
。

歯
科
医
院
で
は
、
日
頃
磨
き
残
し
に
な

っ
て
い
る
プ
ラ
ー
ク
を
取
り
除
き
、
歯
の

表
面
に
プ
ラ
ー
ク
が
付
着
し
て
い
な
い
ツ

ル
ツ
ル
の
状
態
に
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

プ
ラ
ー
ク
が
再
付
着
し
に
く
く
な
り
、
歯

肉
の
状
態
は
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
あ
な

た
の
全
身
の
健
康
の
た
め
に
も
1
年
に
2

～
3
回
の
定
期
的
な
歯
科
健
診
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。　
　

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）

歯
み
が
き
は

じ
ょ
う
ぶ
な
か
ら
だ
の
第
一
歩

6
月
4
日
〜
10
日
は　
　

歯
の
衛
生
週
間
で
す

～ 検診を受けてがんが見つかった方より ② ～　《Ｋさん・男性》

【検診を受けようと思った理由】
５年くらいがん検診を受けていなかったので、検診を受けてみようと思いました。

【医師から診断を聞いた時の気持ち】
医師から結果を聞いてショックだったが、見つけてもらって良かったです。
早く受診しなかったことを後悔しています。

【がん検診未受診の方へ一言】
がん検診の対象年齢になったら検診は受けた方がよいです。
治療費も高額になるので、早く見つけてもらうことが大切です。

～ 検診を受けてがんが見つかった方より ① ～　《Ｍさん・女性》

【検診を受けようと思った理由】
何年も検診を受けていなかったので、受けてみようかなと思いました。

【精密検査が必要となった時の気持ち】
ショックだったが仕方がないと思いました。

【医師から診断を聞いた時の気持ち】
しょうがない。医師から説明を聞き、完全に治ると言われて納得できたので、前向きになれました。

【がん検診未受診の方へ一言】
検診を受けないと異常があるかどうかわからないので、
がん検診の対象年齢になったら検診を受けたほうがよいです。
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男
女
共
同
参
画
推
進�

市
民
会
議（
通
称
ハ
ー
モ
ニ
ー
）

講
演
会
の
お
知
ら
せ

 

企
画
政
策
課　

企
画
班

 

７
７
３

−

６
６
７
２

今
回
は
塩
沢
地
域
で
女
性
と
男

性
が
共
に
協
力
し
て
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
す
ば
ら
し
い
成
果

を
あ
げ
た
「
射
干
の
会
」
会
長　

中
島
真
知
子
さ
ん
の
講
演
で
す
。

「
ず
う
っ
と
住
み
た
い
南
魚
沼
市
」

に
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ

い
の
お
話
で
す
。

 

６
月
17
日
（
日
）

　

 

午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時

 

市
役
所
本
庁
舎 
大
会
議
室

演
題
／

「
お
も
て
な
し
の
心
で
町
お
こ
し
」

「
射
干
の
会
」
会
長 

　
　
　

中
島　

真
知
子　

氏

 

無
料

 

託
児
あ
り
（
生
後
６
ケ
月
以

上
～
未
就
学
児
）
託
児
希
望
者
は

６
月
11
日
（
月
）
ま
で
に
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。（
費
用
は
一
人

に
つ
き
２
０
０
円
、
当
日
集
金
）

主
催
／�

南
魚
沼
市
男
女
共
同
参
画

推
進
市
民
会
議

広
域
交
流�

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

「
出
愛
の�

森�プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　
　

参
加
者
募
集
！

 

湯
沢
町
商
工
会

 

７
８
４

−

２
５
２
２

 yuzaw
a@

 
seagreen.ocn.ne.jp

石
窯
で
焼
く
屋
外
ピ
ザ
の
共
同

作
業
や
、
大
源
太
湖
周
辺
で
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、
自
然
の
中
で

は
、
自
然
の
自
分
が
出
せ
ま
す
。

そ
の
後
は
、
湯
沢
駅
周
辺
に
移
動

し
て
ミ
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。
素

敵
な
出
会
い
が
あ
る
と
い
い
で
す

ね
。

 

７
月
７
日
（
土
） 

午
後
0
時
30
分
～
午
後
6
時
30
分

 
湯
沢
町　

大
源
太
湖
お
よ
び

湯
沢
駅
周
辺
旅
館
・
飲
食
店

 
独
身
の
男
女
限
定

男
性
／�
28
歳
～
40
歳
く
ら
い
の
南

魚
沼
地
域
（
湯
沢
町
・
南

魚
沼
市
）
在
住
者

女
性
／�

25
歳
～
40
歳
く
ら
い
の
国

内
在
住
者

 

参
加
費　

�

男
性
３
千
円 

女
性
２
千
円

 

男
女
共
に
各
15
人

 
 

６
月
18
日
（
月
）

募
集
し
ま
す�

　
　

子
育
て
支
援
学
習
会

 �

子
育
て
支
援
課 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

７
７
３

−

６
８
２
２

子
育
て
中
の
方
、子
育
て
支
援
に

関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

ど
う
ぞ
。
昨
年
、受
講
さ
れ
た
方
も

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
受
講
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
全
５
回
を
受
講
さ
れ

た
方
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 
30
人（
保
育
ル
ー
ム
あ
り
ま
す
）

 
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階 

会 期 講 師 学 習 内 容

第1回 6月23日（土） 富所 妃穂 氏 ベビーマッサージ
セラピスト

第2回 7月21日（土） 市消防士 ケガの手当と
救急法について

第3回 9月15日（土） 臨床心理士
多門敬子 氏

発達障害について 
パート1

第4回 10月20日（土） 臨床心理士
多門敬子 氏

発達障害について 
パート2

第5回 11月17日（土） 南魚沼市
栄養士・保健師

子どものかかりやす
い病気と食生活

大
会
議
室

 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

 

６
月
15
日
（
金
）

コ
ホ
ー
ト
研
究
が

　
　
　
　

始
ま
り
ま
し
た

 

医
療
対
策
室

 

７
７
３

−

６
７
０
６

市
報
４
月
１
日
号
で
特
集
し
た

コ
ホ
ー
ト
研
究
が
始
動
し
ま
し

た
。
住
民
健
診
を
受
診
し
た
方
に

は
試
料
（
血
液
・
尿
）
の
提
供
、

40
歳
以
上
の
全
住
民
の
方
々
に
は

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

20
年
間
に
わ
た
り
健
康
状
況
な

ど
を
調
査
し
、
ど
の
よ
う
な
人
が

ど
の
よ
う
な
病
気
に
な
り
や
す
い

か
を
調
べ
ま
す
。
ま
た
、
生
活
パ

タ
ー
ン
、
デ
ー
タ
や
体
質
の
関
係

か
ら
、病
気
の
原
因
を
探
り
ま
す
。

協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
研

究
を
行
う
新
潟
大
学
健
康
増
進
医

学
講
座
が
、
皆
さ
ん
の
健
康
管
理

に
活
か
せ
る
、
健
診
時
の
尿
特
殊

検
査
結
果
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

疾
病
リ
ス
ク
や
栄
養
素
摂
取
に
関

す
る
分
析
結
果
を
お
返
し
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
で
地
域
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
絶
好
の
機
会
で

す
の
で
、
事
業
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
問
合
せ

申
申
込
み

日
日
　
時

期
期
　
間

対
対
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定
定
　
員

〆
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そ
の
他

本
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Ｆ
Ａ
Ｘ
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休
日
労
働
相
談
会
の
開
催

 
長
岡
労
働
相
談
所

 
０
２�
５
８

−

３
７

−

６
１
１
０

（
長
岡
地
域
振
興
局　

労
政
課

　
　
　
　

労
働
相
談
専
用
電
話
）

労
働
に
関
す
る
相
談
に
対
し

て
、
労
働
基
準
監
督
署
、
社
会
保

険
労
務
士
な
ど
の
専
門
家
が
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。
相
談
無
料
、
予

約
不
要
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

６
月
16
日
（
土
） 

午
後
１
時
～
４
時
30
分

 

長
岡
地
域
振
興
局

通
常
の
労
務
相
談
も
利
用
く
だ
さ
い

●
受
付
／�

月
～
金
（
祝
祭
日
、
年

末
年
始
は
除
く
）

 

午
前
８
時
30
分
～ 

午
後
５
時
15
分

※
弁
護
士
相
談
や
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
相
談
も
１
回
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。（
要
予
約
）

借
金�

問
題
は�

必
ず
解
決
で
き
ま
す

 
 

県�

司
法
書
士
会 

南
魚
沼
市
担
当

 

７
８
２

−
６
１
０
１

県
司
法
書
士
会
は
市
と
連
携

し
、
借
金
の
返
済
に
困
っ
て
い
る

方
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

法
律
の
専
門
家
が
債
務
整
理
し

て
適
正
利
率
で
利
息
を
再
計
算
す

る
と
、
過
払
い
金
が
返
還
さ
れ
る

場
合
や
月
々
の
返
済
額
が
少
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
専
門
家

が
金
融
業
者
と
返
済
交
渉
を
行
っ

て
い
る
間
は
、
返
済
請
求
が
一
時

中
断
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
間
に
生

活
を
立
て
直
せ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
借
金
問
題
は
必
ず
解
決
で
き

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。

相
談
内
容
は
家
族
や
勤
務
先
に
伝

わ
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

市
外
の
方
か
ら
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。

 

６
月
８
日
（
金
） 

午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

 �

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
銭
淵
公
園
と
な
り
）
相
談
室

※
予
約
は
６
月
７
日
（
木
）
の
午

後
３
時
ま
で
先
着
順
で
受
け
付
け

ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（「
南
魚
沼
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
」内
）

 

７
７
２

−

２
５
４
１

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
皆
さ

ん
の
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま

す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
お

気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

弁
護
士
に
よ
る
南
魚
沼
市 

『
消
費
生
活
』
無
料
法
律
相
談

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
お
金
に
ま
つ
わ
る
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
に

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
ご

希
望
の
方
は
前
日
正
午
ま
で
に
電

話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
皆
さ
ん
が
弁
護
士
に
よ
る
相
談

時
間
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
、
申

込
み
時
に
相
談
の
概
要
を
窓
口
の

相
談
員
が
伺
い
ま
す
。

 

６
月
28
日
（
木
） 

午
後
１
時
30
分
～
４
時

 

南
魚
沼
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
室

６
月
19
日
か
ら
29
日
ま
で

「
は
か
り
」の
定
期
検
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

 
商
工
観
光
課
商
工
振
興
班

 

７
７
３

−

６
６
６
５

計
量
法
に
よ
り
、
売
買
ま
た
は

証
明
行
為
に
使
用
さ
れ
る
計
量
器

（
は
か
り
）
は
、
２
年
に
１
回
の

定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
対
象
者

◦�

売
買
ま
た
は
証
明
に
使
用
さ
れ

る
計
量
器
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
（
市
報
５
月
１
日
号
に
掲
載

の
集
合
定
期
検
査
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
事
前
調
査
の
結
果
に

よ
り
、
新
潟
県
計
量
協
会
か
ら

検
査
日
の
１
週
間
位
前
に
検
査

通
知
の
は
が
き
が
届
き
ま
す
）

◦�

大
型
計
量
器
や
土
地
、
建
物
に

固
定
さ
れ
た
計
量
器
を
所
有
さ

れ
て
い
る
事
業
者（
計
量
士
に
よ

る
代
検
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
）

※
新
し
く
事
業
を
始
め
ら
れ
た
方

な
ど
、
該
当
す
る
取
引
等
を
行
っ

て
お
り
、
検
査
対
象
と
な
る
計
量

器
を
お
持
ち
の
方
で
、
事
前
調
査

の
書
類
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
基
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
等

の
一
時
停
止
に
つ
い
て

 

市
民
課
市
民
係

 

７
７
３

−

６
６
６
１

住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
定
期

点
検
の
た
め
サ
ー
ビ
ス
運
用
が
停

止
し
ま
す
。
こ
の
期
間
中
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）

の
発
行
・
交
付
、
広
域
交
付
住
民

票
申
請
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
等
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 
６
月
5
日
（
火
）　 

午
前
９
時
～
終
日 

 
 

雨
の
日
は�

交
通
事
故
に�

気
を
つ
け
よ
う

～
雨
は
運
転
の
大
敵
で
す
～

 

環
境
交
通
課 

環
境
交
通
班

 

７
７
３

−

６
６
６
６

雨
の
日
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

路
面
が
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
車
間
距
離
を

十
分
に
取
り
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

滑
り
や
す
い
雨
の
降
り
は
じ
め
に

は
、
速
度
を
控
え
、
安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

狩
猟�

免
許�

取
得
希
望
者
講
習
会

 

新
潟
県
県
民
生
活
・ 

環
境
部
環
境
企
画
課

 

０�

２
５

−

２
８
０

−

５
１
５
２

 

７
月
29
日
（
日
） 

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時

 

南
魚
沼
地
域
振
興
局

申
請 

６
月
18
日
（
月
）
～

　
　

 

７
月
13
日
（
金
）

 

狩
猟
に
関
す
る
法
令
、
猟
具
・

鳥
獣
に
関
す
る
知
識
及
び
猟

具
の
取
扱
に
関
す
る
講
習

問
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時

期
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対
対
　
象

定
定
　
員

〆
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庁
舎

大
大
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庁
舎

☎
電
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Ｆ
Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｅ
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問
問
合
せ

申
申
込
み

日
日
　
時

期
期
　
間

対
対
　
象

定
定
　
員

〆
締
切
り

他
そ
の
他

本
本
庁
舎
（
本
館
）

塩
塩
沢
庁
舎

大
大
和
庁
舎

☎
電
　
話

Ｆ
Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

講
講
　
師

会
会
　
場

時
時
　
間

￥
費
　
用

内
内
　
容

北
北
分
館

南
南
分
館

JR六日町駅
東口

本 館

正面玄関公園

六日町南魚沼市役所前

北
分
館

南
分
館 ■P

17

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
守
ろ
う
！

 
電
波
の
ル
ー
ル
」

６
月
１
日
か
ら

10
日
は
、
電
波
利

用
環
境
保
護
周
知

啓
発
強
化
期
間
で
す
。
私
た
ち
み

ん
な
の
財
産
で
あ
る
電
波
の
良
好

な
利
用
環
境
を
守
る
た
め
、
不
法

無
線
局
を
な
く
し
、
電
波
を
正
し

く
使
い
ま
し
ょ
う
。
電
波
に
関
す

る
こ
と
は
、
総
務
省
信
越
総
合
通

信
局
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●�

無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
と

違
法
な
無
線
設
備
の
情
報
に
関

す
る
こ
と

監
視
調
査
課

 

０
２
６

−

２
３
４

−

９
９
７
６

●�

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の

受
信
障
害
に
関
す
る
こ
と

受
信
障
害
対
策
官

 

０
２
６

−

２
３
４

−

９
９
９
１

「
不
登
校
親
の
会
」

子
ど
も
が
学
校
に
行
け
な
い
、

行
か
な
い
、
行
き
渋
る
な
ど
の
悩

み
や
情
報
交
換
の
場
で
す
。
学
校

に
行
か
な
い
子
ど
も
を
も
つ
親
ど

う
し
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に

一
緒
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ほ
ぼ
毎
月
第
３
金
曜
日
の
午
後

７
時
30
分
か
ら
９
時
ま
で
、六
日
町

公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
参

加
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

「
会
に
は
行
け
な
い
が
話
は
聞
き
た

い
」と
い
う
方
は
メ
ー
ル
か
電
話
に

て
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 gideon.2105in-oyanokai@
em

ail.plala.or.jp
 

０
９
０

−�
５
５
７
４ 

−

５
３
０
２ 

池
田

小
規
模
土
地�

基
盤
整
備�

（
畦
抜
）事
業

 
農
林
課　

農
業
振
興
係

 

７
７
３

−

６
６
６
３

小
規
模
土
地
基
盤
整
備（
畦
抜
）

事
業
の
申
込
希
望
書
の
受
付
を
開

始
し
ま
す
。

 

認
定
農
業
者
及
び
中
核
的
農

業
者
等
が
、
効
率
的
な
農
作
業
の

実
施
を
図
る
た
め
に
行
う
小
規
模

水
田
の
畦
抜
事
業
に
対
し
、
予
算

の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

 

交
付
決
定
日
か
ら
12
月
28
日
ま

で
に
、
次
の
地
区
内
の
水
田
を
整

備
す
る
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
地
区

薮
神
地
区
・
大
巻
地
区
・
六
日

町
地
区
・
塩
沢
地
区
・
石
打
地
区

※
過
去
に
、
ほ
場
整
備
事
業
を
実

施
、
ま
た
は
今
後
事
業
が
予
定
さ

れ
て
い
る
ほ
場
は
、
対
象
に
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
補
助
額 

事
業
費
の
１
／
２
以
内

　
（
限
度
額
４
０
０
、０
０
０
円
）

 

６
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
「
事

業
申
込
希
望
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。用
紙
は
農
林
課
に
あ
り
、

畦
抜
き
を
す
る
水
田
の
地
番
が
わ

か
れ
ば
、
そ
の
場
で
提
出
で
き
ま

す
。

 

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
認

定
農
業
者
等
の
担
い
手
を
優
先
し

て
選
定
し
ま
す
。
選
定
後
に
交
付

申
請
書
を
土
地
改
良
区
経
由
で
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
策
定

 

農
林
課　

農
業
振
興
係

 

７
７
３

−

６
６
６
３

市
で
は
、「
鳥
獣
に
よ
る
農
林

水
産
業
等
に
か
か
る
被
害
防
止
の

た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
南
魚
沼
市
鳥
獣

被
害
防
止
計
画
（
平
成
24
～
26
年

度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
安
心
し
て
農
業

生
産
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
農
作
物
等
の
鳥

獣
被
害
の
防
止
に
向
け
た
行
動
計

画
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
農
林
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

 

国
土
交
通
省 

信
濃
川
河
川
事
務
所 

占
用
調
整
課

 

０
２�

５
８

−

３
２

−

３
２
６
８

●
応
募
資
格

満
20
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
、

大
河
津
分
水
路
、信
濃
川
（
燕
市
・

洗
堰
か
ら
十
日
町
市
・
宮
中
ダ
ム

ま
で
の
間
）
ま
た
は
魚
野
川
（
信

濃
川
合
流
点
か
ら
南
魚
沼
市
・
八

海
橋
ま
で
の
間
）
に
接
す
る
機
会

が
あ
り
、
河
川
愛
護
に
関
心
を
お

持
ち
の
方
。

河
川
か
ら
お
お
む
ね
５
㎞
以
内

に
居
住
の
方
。（
５
㎞
以
上
で
あ
っ

て
も
活
動
が
可
能
な
方
も
可
）

●
業
務
内
容

信
濃
川
（
大
河
津
分
水
路
を
含

む
）
ま
た
は
魚
野
川
に
関
す
る
モ

ニ
タ
ー
自
身
の
河
川
愛
護
な
ど
の

活
動
や
、
日
常
の
生
活
で
の
地
域

の
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、報
告（
月

１
回
の
定
期
報
告
と
随
時
報
告
）

す
る
も
の
で
す
。
報
告
は
公
開
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
任 

期 

７
月
１
日
か
ら
１
年
間

●
募
集
人
員　
若
干
名

●
手 
当　
月
額
４
、５
８
０
円

●
応
募
締
切　
６
月
14
日
（
木
）

●
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、 

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
応
募
用
紙

希
望
」と
記
入
し
、６
月
11
日（
月
）

ま
で
に
送
付
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
も
受
付
け
ま
す
。

申
込
さ
れ
た
方
に
は
、
直
接
、

応
募
用
紙
等
を
当
事
務
所
よ
り
送

付
し
ま
す
。

応
募
先　
〒
９
４
０

−

０
０
９
８

長
岡
市
信
濃
１

−

５

−

３
０

信
濃
川
河
川
事
務
所
占
用
調
整
課

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係

 

０
２
５
８

−

３
４

−

９
０
４
０

花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

三
国
川
ダ
ム
プ
ラ
ン
タ
ー

 

し
ゃ
く
な
げ
湖
畔
開
発
公
社

 

７
７
４

−

２
２
０
０

三
国
川
ダ
ム
の
景
観
と
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
プ
ラ
ン

タ
ー
の
花
植
え
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

 

６
月
９
日
（
土
） 

８
時
30
分
～
11
時

●
集
合 

三
国
川
ダ
ム 

わ
ら
び
の

　
　

 

多
目
的
運
動
公
園
駐
車
場

 

雨
具
を
持
参
願
い
ま
す
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Ｆ
Ａ
Ｘ
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掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

普
通
救
命
講
習
会
開
催

 
消
防
本
部 

警
防
課
救
急
係

 
７
８
２

−

５
３
３
１

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
応

急
手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
扱
い
な
ど
、
実

技
を
中
心
に
し
た
講
習
会
で
す
。

３
週
に
わ
た
り
３
会
場
で
開
催

し
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
も
、

都
合
に
合
わ
せ
て
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

【
１
回
目
】

 

６
月
16
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
正
午

 

消
防
大
和
分
署

 

大
和
分
署

 

７
７
９

−

４
６
０
０

【
２
回
目
】

 

６
月
23
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
正
午

 

湯
沢
消
防
署

 

湯
沢
消
防
署

 

７
８
４

−

３
３
７
７

【
３
回
目
】

 

６
月
30
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
正
午

 

南
魚
沼
市
消
防
署

 

消
防
本
部 

警
防
課
救
急
係　

 

７
８
２

−

５
３
３
１

 

各
回
30
人
程
度

 

無
料

他　

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。
実
技
の
で
き
る
服
装

で
参
加
く
だ
さ
い
。

公
営
住
宅 

入
居
者
募
集

 

都
市
計
画
課　

施
設
係

 

７
７
３

−

６
６
６
２

【
大
和
地
域
】

•
市
営
大
崎
団
地

募
集
戸
数　

１
戸

１
０
３
号　

１
階
（
３
Ｄ
Ｋ
）

住　

所　

大
崎
２
９
５
８

構　

造　

鉄
筋
３
階
建

家　

賃　

�

１
４
、０
０
０
円
～�

２
７
、４
０
０
円

駐
車
料　

１
、７
０
０
円
／
台

【
六
日
町
地
域
】

•

市
営
津
久
野
住
宅

募
集
戸
数　

１
戸

13
号　

３
階
（
３
Ｄ
Ｋ
）

住　

所　

津
久
野
８
８
１–

４

構　

造　

鉄
筋
３
階
建

家　

賃　

１
５
、４
０
０
円
～

　
　
　
　

３
０
、２
０
０
円

駐
車
料　

１
、９
０
０
円
／
台

•

市
営
西
泉
田
住
宅
１
号
棟

募
集
戸
数　

１
戸

５
０
４
号　

５
階
（
３
Ｄ
Ｋ
）

住　

所　

西
泉
田
１
９
８

構　

造　

鉄
筋
５
階
建

家　

賃　

１
３
、８
０
０
円
～

　
　
　
　

２
７
、１
０
０
円

駐
車
料　

２
、４
０
０
円
／
台

※
駐
車
可
能
台
数
１
台

•

県
営
上
町
住
宅
梅
棟

募
集
戸
数　

１
戸

３
１
４
号　

１
階
（
３
Ｄ
Ｋ
）

住　

所　

六
日
町
１
１
８
３

構　

造　

鉄
筋
４
階
建

家　

賃　

１
９
、３
０
０
円
～

　
　
　
　

３
８
、０
０
０
円

駐
車
料　

２
、８
０
０
円
／
台

【
塩
沢
地
域
】

•

市
営
泉
盛
寺
団
地

募
集
戸
数　

２
戸

１
０
１　

１
階
（
３
Ｄ
Ｋ
）

４
０
２　

４
階
（
３
Ｄ
Ｋ
）

住　

所　

泉
盛
寺
６
７
１–

２

構　

造　

鉄
筋
５
階
建

家　

賃　

１
２
、８
０
０
円
～

　
　
　
　

２
５
、１
０
０
円

駐
車
場　

各
戸
１
台

◆
募
集
期
間

６
月
１
日
㈮
～
１
５
日
㈮

午
後
５
時
ま
で

◆
入
居
者
資
格

・・�

同
居
す
る
親
族
が
い
る
（
高
齢

者
・
障
が
い
者
は
条
件
に
よ
り

単
身
で
も
可
）

・・
住
宅
事
情
に
困
っ
て
い
る

・・
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

・・
暴
力
団
員
で
は
な
い

◆
家
賃
算
定 

収
入
に
応
じ
て
決
定

◆
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

◆�

駐
車
場　
各
団
地
の
区
画
数
に

よ
り
一
世
帯
１
台
の
み
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
入
居
可
能
時
期 

７
月
中
旬
以
降

◆
申
込
方
法

都
市
計
画
課
、
大
和
・
塩
沢
各

市
民
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま

す
。
聞
き
取
り
調
査
で
入
居
資
格

を
確
認
し
て
、
申
込
書
を
お
渡
し

し
ま
す
。
申
込
書
に
必
要
書
類
を

添
付
し
て
都
市
計
画
課
に
提
出
く

だ
さ
い
。

◆
選
考
方
法　

申
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え
た

場
合
は
、
住
宅
委
員
会
の
意
見
を

聴
い
て
選
考
し
ま
す
。

６
月
は�

　
　

土
砂
災
害
防
止
月
間

 

建
設
課　

維
持
管
理
班

 

７
７
３

−

６
６
７
４

日
頃
か
ら
天
候
情
報
な
ど
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
避
難
場

所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
雨
の
際
に
は
、
県
や
新
潟
地
方

気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ
る
「
土
砂

災
害
警
戒
情
報
」
に
も
注
意
し
、

危
険
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。
山
や
が
け
、
川
な

ど
で
異
常
な
個
所
を
見
つ
け
た

ら
、
建
設
課
や
地
域
振
興
局
に
連

絡
く
だ
さ
い
。

「
魚
野
川
河
川
美
化
運
動
」

参
加
者
募
集

 

建
設
課　

建
設
係

 

７
７
３

−

６
６
７
４

ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
は
、
６
月
～
10
月

の
毎
月
第
４
土
曜
日
の
午
前
６
時

か
ら
１
時
間
程
度
、
六
日
町
大
橋

付
近
の
河
川
敷
で
草
刈
り
、
花
壇

の
草
取
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

注
意
事
項

傷
害
保
険
等
の
加
入
は
あ
り
ま

せ
ん
。
個
人
責
任
で
参
加
く
だ
さ

い
。

●
６
月
の
活
動

 

６
月
23
日
（
土
）
午
前
６
時
～

集
合
場
所　

六
日
町
大
橋
の
下

（
坂
戸
側
）
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Ｆ
Ａ
Ｘ
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掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
か
ら�

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

 
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク

 

７
７
２

−

４
５
５
４

【
求
職
者
支
援
訓
練 
福
祉
介
護
科
】

（
求
職
者
対
象
）

●
訓
練
期
間

８
月
３
日
～
11
月
２
日
（
３
ヶ
月
）

●
訓
練
時
間　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
３
時
50
分

（
介
護
実
習
午
前
８
時
～
午
後
６
時
）

●
受
付
期
間　

５
月
23
日
～
７
月
12
日

●
受
講
対
象
者　

現
在
就
業
し
て
い
な
い
、
求
職

中
の
方

●
訓
練
場
所

　【
講
義
・
演
習
】　

　

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

　【
介
護
実
習
】　

　

南
魚
沼
地
域
の
福
祉
施
設

●
内　
容　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２

級
課
程
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
調

理
実
習

●
応
募
手
続
き　

住
所
を
所
管
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
講
料　

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

※
一
定
の
支
給
要
件
を
満
た
す
場

合
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
】（
一
般
対
象
）

●
講
座
名　
Ｊ
ｗ–

Ｃ
ａ
ｄ
基
礎

●
期　
間　

６
月
12
日
～
７
月
27
日

●
曜　
日　
火
曜
日
・
金
曜
日

●
日　
数　
14
日

●
時
間
帯　

�

午
後
６
時
30
分
～ 

９
時
30
分

※
料
金
等
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社
費�

　
　
　

ご
協
力
の
お
願
い

 

福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

　
（
日
赤
県
支
部
南
魚
沼
市 

　
　
　
　
　
　

地
区
事
務
局
）

 

７
７
３

−
６
６
６
７

 

社
会
福
祉
協
議
会

 

７
７
３

−

６
９
１
１

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救

護
活
動
な
ど
世
界
の
平
和
と
福
祉

増
進
の
た
め
の
各
種
事
業
を
幅
広

く
展
開
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
そ
の
財
源
は
赤
十
字
事

業
の
独
立
性
、
中
立
性
を
確
保
す

る
た
め
皆
様
か
ら
の
拠
出
金
（
社

費
）
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
赤
十

字
の
理
念
・
活
動
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
赤
十
字
活
動
資
金
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

お
茶
の
間
サ
ロ
ン

　
『
し
ゃ
べ
り
場
お
六
』

オ
ー
プ
ン

 

市
社
会
福
祉
協
議
会

 

７
７
３

−

６
９
１
１

６
月
５
日
（
火
）
よ
り
兼
続
通

り
商
店
街
お
六
上
の
湯
２
階
（
上

町
２
丁
目
集
会
場
）
で
、
誰
で
も

自
由
に
来
て
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る

お
茶
の
間
サ
ロ
ン
『
し
ゃ
べ
り
場

お
六
』
を
開
催
し
ま
す
。
お
茶
や

茶
菓
子
な
ど
を
用
意
し
て
待
っ
て

い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
く
つ
ろ
い
だ
り
し
ま
し

ょ
う
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
の

ぞ
い
て
く
だ
さ
い
。

 

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

１
日
１
０
０
円

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

 

振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

医
薬
予
防
課

 

７
７
２

−

８
１
４
２

県
で
は
、24
年
度
「
不
正
大
麻
・

け
し
撲
滅
運
動
」
を
９
月
30
日
ま

で
実
施
し
ま
す
。

大
麻
や
麻
薬
の
原
料
と
な
る
け

し
の
栽
培
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
け
し
に
は
植
え
て
良

い
も
の
と
悪
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。正

し
い
知
識
を
身
に
付
け
て
、

不
正
大
麻
・
け
し
を
撲
滅
し
ま
し

ょ
う
。
不
正
栽
培
、
ま
た
は
自
生

の
大
麻
・
け
し
を
発
見
し
た
と
き

は
連
絡
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会�

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

広
告
紙
で
傘
を
作
ろ
う
！

 

中
央
公
民
館

 

７
７
３

−

６
６
１
０

 

６
月
８
日
（
金
） 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

 

大
和
公
民
館

 �

手
袋
人
形
、ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん
、

絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、 

手
遊
び
、
歌
な
ど

 

０
～
３
歳
児
と
保
護
者

 

無
料
（
予
約
不
要
）

三
国
川
ダ
ム
監
査
廊�

　
　
　
　

一
般
開
放
開
始

 

三
国
川
ダ
ム
管
理
所

 

７
７
４

−

３
０
１
５

三
国
川
ダ
ム
管
理
所
で
は
、
５

月
よ
り
ダ
ム
点
検
用
ト
ン
ネ
ル

（「
監
査
廊
」
と
い
い
ま
す
）
の
一

般
開
放
は
じ
め
ま
し
た
。

監
査
廊
を
見
学
で
き
る
時
間

は
、
水
・
木
・
金
曜
日
は
午
前
10
時
、

11
時
、
午
後
１
時
30
分
、
２
時
30

分
の
４
回
、
土
・
日
・
祝
祭
日
は
午

前
10
時
、11
時
、午
後
１
時
、２
時
、

３
時
の
５
回
で
す
。
ま
た
、
月
・
火

曜
日
お
よ
び
ダ
ム
の
水
位
調
節
を

行
う
場
合
は
休
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
見
学
希
望
者
は
、
各
見

学
開
始
時
刻
の
10
分
前
ま
で
に
情

報
館
受
付
へ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
道
路
が
一
部
通
行
止
め

の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
見
学
の

際
に
は
所
定
の
駐
車
場
に
車
を
止

め
、
堤
体
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い

る
階
段
を
利
用

く
だ
さ
い
。
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第160回北信越市長会総会 

　5月17日（木）と18日（金）の２日間、第160回北信
越市長会総会が当市で開催されました。これには、
構成５県の市長さん（69名）が出席し、当面の行政
課題について情報の共有や連携して課題の解決を
図るための協議をしました。会議や視察などを通
して南魚沼市を知ってもらう良い機会となりました。 

魚沼基幹病院（仮称）起工式 
 

セルデン町交流30周年記念式典 
日本山岳リゾート活性化国際フォーラム 

　5月11日（金）、浦佐に建設する魚沼基幹病院（仮
称）の起工式が行われ、高度医療の提供に向けて
動き出しました。 

成人式 
～市民会館～ 

　5月3日（木）、市民会館で今年の成人式が行われ
ました。参加者は561人。思い思いにきれいな振り
袖やスーツで参加され、久しぶりに会う同級生と
写真を撮ったり、連絡先を交換したり、大変楽し
そうでした。 
　新成人を代表し宮下大祐さんが「仲間を大切にし、
支えあい、新成人として誇りをもって失敗を恐れず、
これからの人生を力強く歩いていきます。」と抱負
を語りました。 

　5月15日（火）、新潟県日墺協会創立30周年・南魚
沼市＝セルデン町の姉妹都市締結30周年を記念して、
式典と日本山岳リゾート活性化フォーラムが開催
されました。フォーラムでは、山岳リゾート活性
化に向けての講演や討論に、集まった300人を超え
る市民や関係者が真剣に耳を傾けていました。 

NEWS PLAZA
みなみうおぬま ニュースプラザ 

＊配布物についてお問い合わせがありましたが、受付で配 
　付したもの以外、市からの配付物はありません。 

市報みなみ魚沼 

平成24年6月1日発行 
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●人口 60,262人（先月比 －54） 
●男 29,589人（先月比 －8） ●女 30,673人（先月比 －46） 
●世帯数 19,165戸（先月比 68） 

市民の動き 
（平成24年4月末日現在） 
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市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。　この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。 

市報ウェブサイト版 南魚沼市　市報 検 索 

救急医療当番6�月のカレンダー

6月2日～17日 ●問合せ／医療対策室　�773-6706

ウェブサイト版 南魚沼市　救急医療 検 索 

自然・人・産業の和で築く安心のまち 

市 報 

6/1

お も な 内 容  

●南魚沼グルメマラソン 
　交通規制……………………………2 
●各課からのお知らせ…………4 
　●介護保険 ●市長の一言日記 
　●南魚沼市スポーツ推進計画の概要 
　●パブリックコメント集計結果公表 

●まなびのひろば………………13 
●けんこうひろば………………19 
●掲示板……………………………22 
●ニュースプラザ………………27

2日 
� 

　9:00～12：00 
13：30～16：00 

18：00～翌朝6：00

　9:00～12：00 
13：30～16：00 

18：00～翌朝6：00

13:30～16：00 

18：00～翌朝6：00 

12：00～翌朝6：00

　9:00～12：00 
13：30～16：00 

18：00～翌朝6：00

休日救急診療所 

六日町病院 

休日救急診療所 

ゆきぐに大和病院 

中山医院 

六日町病院 

六日町病院 

休日救急診療所 

六日町病院 

773－6688 

772－7111

773－6688 

777－2111

783－5500 

772－7111 

772－7111

13:30～16：00 

18：00～翌朝6：00 

12：00～翌朝6：00

坂内医院 

ゆきぐに大和病院 

ゆきぐに大和病院 

776－2015 

777－2111 

777－2111

13:30～16：00 

18：00～翌朝6：00 

12：00～翌朝6：00

萌気園二日町診療所 

六日町病院 

六日町病院 

778－0088 

772－7111 

772－7111

773－6688 

772－7111

内科 

外科 

内科 

外科 

内科 

外科 

内科 

外科 

内科 

外科 

内科 

外科 

3日 
� 

9日 
 � 

10日 
� 

16日 
 � 

17日 
 � 

◎休日救急診療所の所在地 
市役所本庁舎南分館 
（旧南魚沼市保健センター内） 
�773-6688 
（日曜・祝日のみ） 
◎脳神経外科の休日救急医療 
土曜の12:00～翌朝6:00と 
日曜・祝日の6:00～翌朝6:00は、 
齋藤記念病院　�773-5111で診療しています。 
★市消防本部のテレホンガイド 
　�782-1991で、週の当番を確認できます。 
　（変更する場合があります。 
　確認してからご利用ください。） 
◎医療機関の適切な利用にご協力をお願いします 
通常の外来診療時間は検査技師・薬剤師などのスタッフも揃
っているので、夜間より適切な治療が行えます。できるだけ通
常の診療時間内に受診しましょう。また、「かかりつけ医」を持
ちましょう。かかりつけ医を持つと継続して日常的な医療ア
ドバイスを受けることができます。手術などで総合病院の受
診が必要になっても紹介状によりスムーズに受診できます。 

周辺 
地図 

日にち 

日にち 行事名・時間・会場など 

受付時間 医療機関 電話番号 診療科 4� 市政懇談会 19：30～　上田農村環境改善センター 

市政懇談会 
19：30～　石打農業者トレーニングセンター 7� 

8� 乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」 10：00～11：30　中央公民館 

第8回南魚沼市長杯ジュニアジャンプ大会 
9：30～　五日町シャンツェ 10� 
市政懇談会 
19：30～　栃窪集落センター 13� 
読書のつどい 
14:00～15：30　南魚沼市図書館 16� 

17� 猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート） 13:00～15:00　イオン六日町店 

市政懇談会 
19：30～　清水ふれあいセンター 21� 
第6回 農業委員会総会 
9：00～　大和庁舎 3階 旧議場 

市政懇談会 
19：30～　大巻地域開発センター 

25� 

26� 市政懇談会 19：30～　城内地域開発センター 

市政懇談会 
19：30～　五十沢地域開発センター 28� 

Ca l e n d a r

■ 時　間　9：30～15：30 
「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。 

● 6月21日（木）　10：45～ 
　支援講座「水遊び用具を作ろう」　　保育士 

「親子での遊び」「子育ての
仲間同士の情報交換」「育児
相談」などにご利用ください。 

【問合せ】 子育て支援センター �７７３－６８２２ 

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ） 
　毎週 月・火・木曜日 

● 6月20日（水）　10：45～ 
　支援講座「水遊び用具を作ろう」　　保育士 

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ） 
　毎週 月～土曜日 

● 6月19日（火）　10：45～ 
　支援講座「水遊び用具を作ろう」　　保育士 

※どの会場にも参加できます。※予約は不要です。 
※保険料として1人10円をお願いします。 

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ） 
　毎週 火・水・金曜日 

行�政
困りごと
相談日

6月11日�　13:30～16:00　働く婦人の家〔浦佐〕 
6月27日�　14:00～16:00　本庁舎 
7月　6日�　13:00～16:00　塩沢老人福祉センター 

【問合せ】総務課　防災庶務班 　�773-6660

編
集
後
記
秘書 
広報室 
から 

ほのぼの
広�場

ほのぼの
広�場

　
今
年
も
成
人
式
が
華
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
年
、『
七
五
三
現
象
』
と
言
わ
れ
る
、
若
者

の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
会
場
で
の
挨
拶
や
態
度
は
き
ち
ん

と
し
て
い
て
、
ま
っ
た
く
問
題
の
な
い
状
況

で
し
た
。
も
う
立
派
に
自
立
し
た
大
人
で
あ
り
、

若
い
中
に
も
し
っ
か
り
と
し
た
力
を
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
責
任
あ
る
自
立
し
た

社
会
人
と
し
て
、
よ
り
良
い
社
会
の
創
造
に

貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

  

６
月
、
田
植
え
も
終
盤
で
す
。
今
年
は
災
害

も
な
く
、
良
い
米
が
た
く
さ
ん
採
れ
る
、
実

り
の
秋
が
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
新
成
人
も
稲
も
『
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る

稲
穂
か
な
』
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 祝　成人 


